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（巻頭言） 

「知らず知らずのうちに学んでいた」 

長崎県立松浦高等学校 校長 小野下 和宏 

松浦高校（松高）は、長崎県松浦市内にある唯一の高校です。 

振り返ってみますと、入学者の減少を受けて、平成２５年度、松浦市による、松浦高校の生徒

（松高生）を対象とした就学支援制度が創設されました。また、翌 26 年には、それまでの普通

科に加えて、中学生の多様な進路希望に対応できるよう、商業科が併設されました。そして、平

成２９年度から、松浦市と協働して、松高 2 年生が地域課題について調査・考察し、解決策を

発表する教育活動 ～「まつナビ」～ が始まりました。 

本冊子で報告いたします「まつナビ・プロジェクト（ＭＮＰ）」は、令和元年まで 3 年間取り

組んだ「まつナビ」を進化・深化させた、新たな地域課題解決型学習なのです。 

ＭＮＰの目的は、松高生の「地域を愛し大切にする姿勢の育成」「課題解決能力を高める」こ

とにあります。私たちは，「まつナビ」で培った課題研究の進め方と生徒の支援の在り方を充実

させることができれば、この目的の達成を図ることができるであろうとの仮説を立て、以下の２

つの研究開発単位に沿って、研究開発を進めることといたしました。 

 

Ⅰ 高校３年間を通して地域課題解決型学習を充実させるカリキュラムの開発 

Ⅱ 地域課題解決型学習を組織的に支援する体制づくり 

 

本年度は、新型コロナウィルスの影響により、当初の計画通りにいかない時期もありました

が、県教育委員会、コンソーシアム及び運営指導委員会をはじめとする関係の皆様のご支援、ご

協力により、研究開発を一歩一歩前に進めることができました。心から感謝を申し上げます。 

本年度の課題研究活動の集大成として、令和２年 12 月、松浦市文化会館（ゆめホール）に

て、松高１・３年生からの課題研究の概要報告、２年生全員（11班）の課題研究の発表を主な

内容とする「課題研究発表会」を開催しました。発表会において、２年生は、「私たちの班の

課題研究について一緒に考えてください」との姿勢で、各班７分間のプレゼンテーションを行

い、ゆめホールを「ふるさとの今、これから」について考える「学びの場」にしてくれました。 

課題研究活動に取り組んだ生徒からは、「『問題発見→研究→解決策を導く』という探究学習の

重要な要素を、知らず知らずのうちに学んでいた」「松浦に住んでいても気づかないことを、Ｍ

ＮＰを通して気づくことができた」との感想が寄せられました。これらの感慨を得た生徒たちは、

ＭＮＰを通して、メタ認知を含む「大きな学び」を経験できたのではないでしょうか。 

本校の研究開発は緒に就いたばかりです。本年度の研究開発を検証した上で改善策を検討し、

松高生を支援してくださっている地域の皆様、地域課題の解決に向けて日々研究に取り組んで

いる松高生と共に、プロジェクトの充実を図っていきたいと考えております。 

松高の今後の教育活動の中心を担う「まつナビ・プロジェクト」に、ご意見とご指導をいただ

くとともに、ご支援を賜りますよう、広くお願い申し上げ、巻頭の言葉といたします。 
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各種発表会の要項や本冊子に掲載した 

★のついたワークシート等は、本校Web 

ページからダウンロードできます。 

http://www2.news.ed.jp/section/matsuura-h/ 

 

 

 

 



4 

 

第１章 研究開発計画及び研究開発の概要                             

１．本校の概要 

1-1 所在地 

〒８５９－４５０１ 長崎県松浦市志佐町浦免７３８－１ 

 

1-2 設置課程及び在籍生徒数（令和２年４月） 

 １年 ２年 ３年 計 

普通科 ６３ ４２ ６６ １７１ 

商業科 ３５ １７ ３５ ８７ 

合計 ９８ ５９ １０１ ２５８ 

 

1-3 学校経営方針 

１ 校訓 

    「自己開拓」に全力を注ごう。 

    正しい人間関係をきずいていこう。 

  よい市民性を身につけよう。 

２ 教育方針 

  長崎県教育方針に則って、国際交流の歴史が息づく郷土の伝統と文化を継承し、豊かな自然を

守るとともに、命の尊さや個人の尊厳を重んじ、公共の精神を身に付け、我が国や世界の平和と

発展に貢献していこうとする調和のとれた人間の育成をめざす。 

３ 育成したい生徒像 

(1)確かな学力を身につけ、自らの進路実現に向けて努力することのできる生徒。 

(2)品性を備え、人との絆の大切さを知り、思いやりや感謝の気持ちを表すことのできる生徒。 

(3)ふるさとを愛し、自己の役割と責任を自覚し、将来地域や社会に寄与・貢献できる生徒。 

４ 本年度の目標 

(1)生徒指導の充実と教育相談の推進 

①生徒の命、健康・安全を守ることを最優先とするとともに、基本的生活習慣の確立をはかり、

心身ともに逞しい、心豊かな生徒を育成する。 

②観察と面談・研修を通し、生徒理解に基づいた支援に努め、生徒との信頼関係を構築する。 

③いじめ防止基本方針に基づき、いじめの早期発見、解消に努める。 

(2)学力の充実・向上と進路希望の実現 

①「分かった」「できた」という喜びや感動を通し、学ぶ楽しさと意義を理解させる。あわせて

教員自らが指導力向上をはかり、授業改善を進める。 

    ②３年間を見通した学習計画を作成し、学習習慣の確立と基礎学力の定着を図る。 

    ③キャリア教育の充実に努め、職業観や勤労観を育成し、進路意識の向上を図る。 
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(3)地域との協働的学習の充実 

    ①地域との協働的学習に、計画的に継続して取り組ませる。 

②ふるさと・長崎を大切に思う心を育て、将来地域のために貢献しようという人材を育成する。 

③地域の課題解決型学習に取り組ませることにより、主体的で対話的で深い学びを実現する。 

(4)生徒が主役の学校行事・生徒会活動の推進と、部活動の充実 

    ①学校行事の内容等を工夫し、魅力ある学校づくりを推進する。 

    ②生徒会活動の活性化を推進し、生徒の自発的・自主的な活動を支援する。 

  ③部活動に積極的に参加し、「文武両道」を実践できる生徒を育成する。 

(5)広報活動の充実と開かれた学校づくりの推進 

    ①同窓会・PTA・地域との連携を深めるとともに、地域の行事等に積極的に参画する。 

    ②学校行事や部活動を通して、小・中学校や地域との交流を積極的に進める。 

    ③オープンスクール、Ｗｅｂページや学校だより等を充実させ、松高のＰＲを進める。 

(6)教職員の「ワーク・ライフ・バランス」の推進 

①教職員が人間性や創造性を高め、生徒の成長に資する教育活動を持続的に行うことができ

る環境をつくる。 

 

1-4 令和２年度グランドデザイン 

次の(1)～(4)をねらいとした「令和２年度グランドデザイン」を作成した（７ページ参照）。 

(1)「松高の特色」をわかりやすく示す 

本校が目指している教育（人育て）とはどのようなものなのか、そのためにどのような活動

を行っているのか、できるだけシンプルにまとめ、「松高は、このような学校である」と示す。 

(2)カリキュラムマネジメントの契機とする 

カリキュラムとは「松高の教育活動全般」を、マネジメントとは「ＰＤＣＡの各段階をへて、

教育活動をよりよくしていくこと」を意味しており、「グランドデザイン」を各種教育活動の

Ｐ（プラン）の「基礎となるもの」と捉え、「学校教育全体を鳥瞰できる図」として作成する。 

「グランドデザイン」で示した理念（基本計画）を踏まえ、教育活動全般についてＰＤＣＡ

サイクルを回しながら、着実に改善を図り、ビジョンに示す「変化の激しい時代を生き抜く

力」「ふるさとに貢献する意欲と力を持つ人物の育成」を進めることを目指している。 

※（注）Ｐ（計画）、Ｄ（実践）、Ｃ（検証）、Ａ（改善策の策定）を指す。 

(3)生徒と教職員が力をあわせて「魅力ある学舎（まなびや）づくり」を進める 

松高生、教職員が「グランドデザイン」を踏まえた教育活動を実践し、その後検証を行い、

よりよい学校づくりを進めていく。そのことによって、生徒たちにとって「学びがい」のあ

る、教職員にとって「働きがいのある」、魅力ある学舎（まなびや）をつくっていくこと、あ

わせて、保護者の皆様や地域の方々とともに教育活動を進め、「ふるさと松浦とともにある」

「信頼される」学舎を目指す。 

(4)「松高の魅力」の発信力を高める 

「グランドデザイン」を踏まえた各種の教育活動を、「松高の魅力」として、多くの方々に

各種媒体を活用してお知らせする。学校全体としての発信力を高め、わかりやすく・見やす
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い情報を、中学生や地域の方々に、できるだけ多くお届けし、「グランドデザイン」による教

育活動（松高の魅力）を多くの方々に知っていただくことを目指す。 

 

また、「グランドデザイン」は、「求める入学生像」「主な教育活動等」「育成を目指す人物像」

のつながりを示すシンプルな構成としている。 

「求める入学生像」は、「このような意欲・力（ちから）等を持っている中学生に入学し、

学んで欲しい」との、松高としての「入学者を受け入れる姿勢・考え方（アドミッションポリ

シー）」を示している。松高が入学生に求めているのは、「意欲」であり、その在り方は、一人

一人の生徒で異なるが、「がんばりたいことがある」「伸ばしたいもの（力）がある」などの「前

向きな姿勢」を求めている。 

松高での３年間の「教育活動等」については、「支えあい、伸ばしあう学びの推進」「生徒の

進路希望の実現」の２つの目標の達成を目指す、「６つ特色」として整理している（カリキュラ

ム・ポリシー）。松高の教育活動において不可欠となっているのが、「松浦市による就学支援」

である。補習費や模擬試験・検定等の費用等、多岐にわたる支援をしてくださっている。 

そして、各種の教育活動の中心に置いているのが、高校３年間を通じて地域課題解決型学習

を深めていく「まつナビ・プロジェクト（ＭＮＰ）」である。令和２年度から文部科学省の委託

を受け、松浦市や長崎大学などの学校外の機関と連携・協働するコンソーシアムを立ちあげ、

学びを進めていく。ＭＮＰを松高の教育活動全体とリンクさせ、相互に補完しあうことができ

るように、計画的に実践を進めていく。また、松浦市内の小中学校や県内外の大学、企業等と

の連携を図る「開かれた学び」を推進する。下段には、「育成を目指す人物像」として、「松高

の３年間で、生徒が身に付けることを目指す力」を示している（ディプロマ・ポリシー）。 

校訓にある「自己開拓」「正しい人間関係」「よき市民性」につながる素養、変化の激しい社

会を生き抜くとともに、ふるさとに貢献するための資質能力。生徒たちがこれらの力を身に着

けることができるよう、卒業までの３年間の教育活動を計画的・継続的に進めていく。 

 

これらを踏まえて、令和２年度の松高のキャッチフレーズを、「松高アイデンティティ 支え

あい、伸ばしあう ふるさと松浦とともにある学舎（まなびや）」とし、次の活動に力を入れて

いくことを示した。松高生は、それぞれの目標に向け、日々の生活の中で仲間たちと支えあい

ながら力を伸ばしていく。保護者・地域・松浦市などの関係の皆様、そして私たち松高教職員

が力をあわせ、松高生をしっかりと支えていく。 

特に松高生は、「まつナビ・プロジェクト（MNP）」をはじめとする松高の学びの中で、「ふる

さと」について調べ・考え・発表し、ふるさとへの思いと課題解決能力を醸成していく。 
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２．研究構想～研究の目的と仮説～ 

平成２５年度、松浦市内唯一の高校である松浦高校への入学者の減少などもあって、松浦市によ

る、松浦高校の生徒（松高生）を対象とした就学支援制度が創設された。 

また、平成２９年度から松浦市と松浦高校が協働して、学校の魅力を高めことなどを目指した、

地域課題の解決策について調査・考察・発表する教育活動が始められた。 

これが「まつナビ」である。 

この課題研究活動は、２年生全員を複数の研究班に分け、松浦市役所職員が班毎のファシリテー

ターとなり、学年担当教職員とチームを組んで生徒の課題研究を支援する体制で始められた。 

 

「まつナビ」を進化・深化させた新たな地域課題解決型学習が、「まつナビ・プロジェクト（ＭＮ

Ｐ）」であり、本プロジェクトの目的及び仮説は、以下のとおりである。 

 

【目的】 

・地域を愛し大切にする姿勢を育成すること 

・課題解決能力を高めること 

 

 

【仮説】 

「まつナビ」で培った課題研究の進め方と生徒の支援の在り方を、より充実させることがで

きれば、この目的の達成を図ることができるであろう。 

 なお、充実を図る方向性として考えられるのは、以下の２項目である。 

・高校２年生だけであった取組を、１～３年生の３年間の継続的・計画的な取組とする 

・生徒の課題研究を組織的に支援する体制を構築する 

 

 

 この仮説に基づき、研究開発の目的を達成するために、次のⅠ、Ⅱの研究開発単位を設けて、研

究開発を行うこととした。 

 

Ⅰ 地域を愛し大切にする姿勢の育成と課題解決能力を高めることを目指した、高校３年間

を通して地域課題解決型学習を充実させるカリキュラムの研究開発 

・「まつナビ・プロジェクト」の中心となる学校設定科目の研究開発（令和３年度新設） 

・地域素材を活用した、「まつナビ・プロジェクト」とリンクする授業実践に関する研究開発 

・小中学校及び大学等との連続性のある学びに関する研究開発 

Ⅱ コンソーシアムをはじめとする、地域課題解決型学習を組織的に支援する体制について

の研究開発 
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■研究構想図 
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３．令和２年度研究開発の実施計画 

前節の「２．研究構想～研究の目的と仮説～」を踏まえ、以下の「研究開発の実施計画」を策定

し、研究開発を進めた。 

 

■研究開発の実施計画 

指定期間 ふりがな ながさきけんりつまつうらこうとうがっこう 

②所在 

都道府県 
長崎県 令和２～最

大３年間 
①学校名 長崎県立松浦高等学校 

③対象 

学科名 

④対象とする生徒数 ⑤学校全体の規模 

１年 ２年 ３年 ４年 計 松浦市唯一の県立高校として、普通科

80 名、商業科 40名を募集し、現在は

計 25３名が在籍している。 

普通科 ６１ ４２ ６５  168 

商業科 ３５ １６ ３４  85 

⑥研究開発

構想名 
松浦高校『まつナビ・プロジェクト』 

⑦研究開発

の概要 

長崎県立松浦高校と松浦市が協働で取り組んできた２年生での地域課題解決型

学習「まつナビ」に、１年生での「プレまつナビ」、３年生での「ポストまつナビ」

を連動させて、生徒の課題解決能力を高めること等を目指した、３年間の連続性

のある「まつナビ・プロジェクト」に進化させる。次のⅠ、Ⅱの研究開発単位を設

定し、研究開発を行う。 

Ⅰ 地域を愛し大切にする姿勢の育成と課題解決能力を高めることを目指した、

高校３年間を通して地域課題解決型学習を充実させるカリキュラムの研究開発 

・「まつナビ・プロジェクト」の中心となる学校設定科目の研究開発（令和３年

度新設） 

・地域素材を活用した、「まつナビ・プロジェクト」とリンクする教科指導に関

する研究開発 

・小中学校及び大学等との連続性のある学びに関する研究開発 

Ⅱ コンソーシアムをはじめとする、地域課題解決型学習を組織的に支援する体制

についての研究開発 

⑧

研

究

開

発

の

内

容

等 

⑧-

1

全

体 

(1)目的・目標 

従来、２年生だけで取り組んできた「まつナビ」を、３年間を通しての学びとなる

ように組み直すとともに、地域等と協働を強め、高校生ならではの実践や課題研究に

取り組ませることで、地域の活性化を身近に感じさせ、本気で松浦の未来を担いたい

と考える人材を育成することを目的とする。 

また、松浦市唯一の高校であることから、地域に関する知識を身につけさせるとと

もに、地元の方にインタビューしてその知見を聞き取ったり、地域課題について調査

し、その解決策について考察・まとめをし、プレゼンテーションをしたりする実践に

取り組ませる。そのことによって、将来的に地域を愛し大切にする人間性と、生涯に

わたり地域課題に向き合い続けようとする姿勢を育むことを目標とする。 
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(2)現状の分析と研究開発の仮説 

本県では若者の流出や人口減少が著しく、地域を担う人材不足が深刻化している。

そのため県内の多くの地域において、高校と地元自治体等が協働して、地域活性化に

資する人材の育成に取り組んでおり、これらの取組をさらに充実させ、持続可能なも

のにすることが求められている。 

各教科における地域素材を活かした授業実践を含む、３年間を見通した「まつナビ・

プロジェクト」の実践を進め、コンソーシアムを中心とした多角的な支援を受けた、

地域との協働の機会を増やすことで、校内だけではできない主体的で対話的な深い学

びが実現し、地域へ寄与・貢献しようという強い意欲を持ち、高い課題解決能力を身

につけた人材が育成される。あわせて、地域課題研究を中心としたカリキュラムと、

コンソーシアム構築のノウハウを県内に広く普及させることができる。 

⑧-

2

具

体

的

内

容 

 

(1) 地域との協働による探究的な学びを実現する学習の実施計画 

第１学年 

第２学年で実施する「まつナビ」の実施に向けて、松浦に関する基礎知識や

フィールドワークを含む課題研究活動を進める技能を身につけさせる。年間を

通じて、地域素材を活用した授業の実践を行い、フィールドワーク等や課題研

究発表に関する技能の習得を進め、１年間のまとめとして、２年次における「ま

つナビ」のテーマを設定する。 

第２学年 

地域課題解決を目指した「まつナビ」の実践を行う。フィールドワークや地

域との協働活動に基づく調査・研究・実践を進め、中間発表を行う。コンソー

シアム等による評価を受けて、テーマ再設定や発表内容の修正後、本発表を行

う。いくつかの班は松浦市議会で松浦市長及び市議会議員の前で提言を行う。 

第３学年 

第２学年の本発表で提言した内容に関する実践、「まつナビ・プロジェクト」

全体を通じた振り返りレポート作成及び小・中学生を対象とした発表等を行う。 

(2) カリキュラム・マネジメントの推進体制 

各学年・分掌副主任で組織する「プロジェクトチーム」が中心となって、課題

研究活動を含む校内外の教育活動全般の企画・実施・評価について検討する。ま

た、「プロジェクトチーム」、松浦市政策企画課等で組織する「ワーキンググルー

プ」において、実施計画等について再検討の後、コンソーシアムに「まつナビ・プ

ロジェクト」における活動内容等について報告し、今後の研究活動等の進め方に

ついて協議を行う。また、コンソーシアムは研究活動への具体的な支援を行う。 

運営指導委員会による指導助言等を踏まえ、「プロジェクトチーム」が中心と

なって、修正案を検討し、以後の計画等に反映させる。 

なお、カリキュラム開発等専門家は持続可能なカリキュラム及び評価に関する

助言等を、地域協働学習実施支援員は外部との連携調整や課題研究活動プログラ

ム策定等の支援にあたる。 

(3) 必要となる教育課程の特例等 特記事項なし 
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４．令和２年度研究開発の概要 

(1)研究開発の内容や地域課題研究の内容（類型の趣旨に応じた取組） 

類型（地域魅力化型）の趣旨を踏まえ、地域ならではの新しい価値を創造する人材として不可欠

となる、地域を大切にする姿勢の育成と課題解決能力を高めることを目的とした、高校３年間をつ

なぐ地域課題解決型学習を進めた。 

なお、令和２年度の研究開発単位毎の活動目標を以下のように設定し、研究開発を行った。 

〈研究開発単位Ⅰ〉 

生徒たちの「地域を愛し大切にする姿勢と課題解決能力」を育成するため、高校３年間をつな

いだ地域課題解決型学習を進める。 

〈研究開発単位Ⅱ〉 

地域課題解決型学習を組織的に支援する体制を新たに立ち上げると共に、具体的な研究支援を

連携して進める。 

 

(2)令和２年度の課題研究活動 

グランドデザインを踏まえ、地域の方々と協働しながら PDCA サイクルを回す組織マネジメン

トを進めることによって「教育目標の達成」「学校の魅力化」を目指して、研究開発を行った。 

次ページ図は、令和２年度課題研究活動のまとめである。 

なお、詳細な研究開発の内容については、第２章および第３章等で示す。 

 

(3)成果の普及方法・実績 

①「まつナビ・プロジェクト（MNP）だより」発行（５回発行） 

生徒の活動状況を伝えるために、松浦市内外の小・中学校に配付したり、本校ホームページ上

に掲載したりした。 

②課題研究発表会（令和２年 12月 15日実施） 

松浦市文化会館で実施。生徒が地域課題の解決を目指して研究・実践した内容について発表し

た。１・３年生の課題研究の概要報告、２年生 11 班の課題研究発表を実施した。コロナ禍を踏

まえ、参観者は、市内小中学校教職員（各校２名まで）、コンソーシアム関係者に限定した。 

③松浦市議会議場発表（令和２年 12月 24 日実施） 

YouTubeにて、生徒発表及び質疑応答をライブ配信した。 

④生徒の課題研究の内容について、長崎県立高等学校教職員との共有（令和３年１月） 

Microsoft Teams にて、課題研究発表会における生徒発表の動画を配信した。  

⑤他都道府県の研究指定校等との共有（令和３年１月） 

課題研究発表会における生徒発表の動画を編集して郵送した。 

⑥長崎県教育委員会主催による「令和２年度研究指定等に係る研究報告会」での発表及び研究協

議（令和３年２月 18日） 

全県立高等学校研究主任等を対象としたリモートによる研究開発内容の報告及び意見交換を

行い、研究開発の成果等の普及を進めた。     
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第２章 研究開発の内容①（研究開発単位Ⅰ）                

１．はじめに 

1-1 研究開発単位の設定 

まつナビ・プロジェクト（MNP）の研究開発の目的を達成するために、以下の開発単位を設定

した。 

Ⅰ 地域を愛し大切にする姿勢の育成と課題解決能力を高めることを目指した、高校３

年間を通して地域課題解決型学習を充実させるカリキュラムの研究開発 

・「まつナビ・プロジェクト」の中心となる学校設定科目の研究開発（令和３年度新設） 

・地域素材を活用した、「まつナビ・プロジェクト」とリンクする教科指導に関する研究

開発 

・小中学校及び大学等との連続性のある学びに関する研究開発 

 

1-2 活動目標 

令和２年度の活動目標は以下の通りである。 

 

高校生の「地域を愛し大切にする姿勢と課題解決能力」を育成するため、高校３年間を

つないだ地域課題解決型学習を進める 

 

1-3 活動の概要 

(1)地域との協働による探究的な学びを実現する学習内容の教育課程内における位置付け 

総合的な探究の時間（毎週火曜日７校時）を中心に、地域との協働による探究的な学びを進めた。

校外活動を行う場合には、授業の振替等を行うことによって、連続する活動時間を設定した。各

教科・科目においては、「まつナビ・プロジェクト」との相互補完関係を構築することを目指し、

地域素材の活用を含む、設定した資質能力の育成を図るための授業実践に取り組んだ。 

なお、学校設定教科・科目については、令和３年度からの実施に向け、本年度の研究開発を進め

つつ内容の詳細な検討を行い、長崎県教育委員会に実施申請書を提出した。 

 

(2)地域との協働による探究的な学びを取り入れた各科目等における学習を相互に関連させ、教科

等横断的な学習とする取組 

地域との協働による探究的な学びである「まつナビ・プロジェクト」と各教科・科目の授業と

の相互補完関係を構築するため、本プロジェクトで育成を図る資質・能力として、「課題発見力（テ

ーマ設定力）」、「論理的思考力」、「コミュニケーション力（傾聴、対話、発信）」を設定した。これ

らの資質・能力の育成を図るための実践を各教科・科目の授業に組み込むことで、各科目におけ

る学習を相互に関連させ、教科横断的な学習とすることを目指した。 

令和２年 11 月の１ヶ月間、取組の充実を図ることを目的として、授業の成果と課題を共有す

る「公開授業月間」を設定した。全教職員が公開授業を実施し、授業後に授業者と参観者が意見

交換を行った。 
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２．プレまつナビ（第１学年）  

2-1 研究開発のねらい 

第２学年で実施する「まつナビ」の実施に向けて、松浦に関する基礎知識やフィールドワークを

含む課題研究活動を進める技能を身につける。年間を通じて、地域素材を活用するなどの授業実践

を行い、フィールドワーク等や課題研究発表に関する技能の習得を進め、１年間のまとめとして、

次年度における「まつナビ」の課題研究テーマを設定する。 

 

2-2 令和２年度の実践活動 

 
４

月 

５

月 

６

月 

７

月 

８

月 

９

月 

10

月 

11

月 

12

月 

１

月 

２

月 

3

月 

(1)地域素材を活

かした授業実践 
     随時     

(2)フィールドワ

ークを含む課題

研究活動に関す

る技能習得 

  2 回          

(3)松浦市内バス

ツアー 
   1 回  1 回 1 回 1 回 1 回    

(4)テーマ設定          ２回 ２回 3 回 

＊４月、５月は、新型コロナウィルスに伴う臨時休業等により課題研究が実施できなかった。 

 

2-3 実践報告 

「地域ならではの課題」についての基礎的な知識や地域課題解決型学習を進めるための技能等を

身に付けるための校内外の学習を行った。また、次年度に向けた研究テーマ設定に取り組んだ。 

 

(1)地域素材を活かした授業実践 

地域素材の活用に加えて、まつナビ・プロジェクト（ＭＮＰ）で育成を図る資質・能力

（「コミュニケーション力」、「課題発見力・テーマ設定力」、「論理的思考力」）の育成を

目的とした授業の準備を９月以降全学年で進め、11 月に全教職員による公開授業及び意見交

換を行った。 
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地域素材の活用 

資質・能力の育成 

コミュニケーション力、課題発見力・テーマ設定力、論理的思考力 

全学年での授業実践・振り返り 

授業の

ねらい

等に組

み込む 

■本校の教育活動において、育成を図る資質能力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「まつナビ・プロジェクト」とリンクする教科の授業実践についてのイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

【授業実践例】 

教科・科目 

実施日 
授業内容と目標 

国語総合 

11 月 10日 

松浦にまつわる民話と別の地方の民話を比較し、相違点や類似点を考えること

ができるか 

数学 

11 月 11日 

設定した課題に対して、現状と与えられた条件を把握し、そこから解決のため

の見通しを立てられるか 

英語 

11 月 20日 

ＳＤＧｓに関する課題を、ブレインストーミングを通して考え、問いを考えて

英語で表現できるか 

地理Ｂ 

11 月 20日 

松浦市の水産業のグラフを見て、そのデータを多角的に読み取り、そこから問

題（問い）を作成することができるか 
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(2)フィールドワークを含む課題研究活動に関する技能習得 

１年生がまつナビ・プロジェクトの概要やその進め方を知ることを目的として、６月９日に校

長による講義を行い、６月 15 日には、松浦市職員によるＫＪ法等を使った基礎的な課題研究の

手法を学ぶ研修会を実施した。 

■校長による講義 

 

 

 

 

 

 

 

★研修会で使用したワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■松浦市職員によるＫＪ法等を使った基礎的な課題研究の手法を学ぶ研修会 
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(3)松浦市内バスツアー 

松浦市の現状を知り、歴史等についての情報収集を行うことを目的として、生徒が企画した「陸、

水、街、島」の４つルートに分かれてバスツアーを実施し、見学した内容等をまとめ、発表会を行

った。 

 

■生徒によるツアー企画（例：令和２年７月 16 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇活動計画（令和２年７月 16 日） 

※事前準備 

  ・グループ分けを行い、生徒に提示しておく。 

Ａは松浦市内の中学グループ。Ｂは松浦市外の中学グループ。 

  ・各グループで進行役と記録係を決めておく。 

  ・進行役もしくは記録係には前日に計画表を渡し、翌日の流れを説明しておく。 

  ・模造紙（各グループに一枚）・付箋・ペン 

時刻 時間 内容 

8：50～ ５分 １時間目の目的・方法の説明、資料配付 

8：55～ 20 分 ＫＪ法 

Ａ：中学校でやった郷土学習・職場体験について 

  →内容・方法・成果・評価 などを付箋で出し合う。 

Ｂ：中学校でやった郷土学習・職場体験について 

  →内容・方法・成果・評価 などを付箋で出し合う。 

9：15～ 15 分 Ａ：ワークシートⅠまとめ（記録係）   

Ｂ：ワークシートⅠまとめ（記録係） 

9：30～ 10 分 休憩 

移動（Ｂは第２パソコン室へ） 

9：40～ ５分 ２時間目の目的・方法の説明、資料配付 
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9：45～ 15 分 Ａ：各班の進行係と記録係が、ワークシートⅡをもって、他の班の

模造紙を見に行き、班員から説明を受ける。 

残っているメンバーは来た人に模造紙の内容を説明する。 

Ｂ：各班の進行係と記録係が、ワークシートⅡをもって、他の班の

模造紙を見に行き、班員から説明を受ける。 

残っているメンバーは、松浦について検索する。 

10：00～ 15 分 バスツアーで行きたい場所を班全員で考える。 

 Ａ：自分たちの班で出た情報をヒントに！ 

→「もう一度行ってみたい」 

   他の班の情報をヒントに！ 

          →「面白そうだから行ってみたい！」  

Ｂ：各自が検索した結果をつきあわせる。   

10：１5～ ５分 Ａ：ワークシートⅡまとめ（記録係） 

Ｂ：ワークシートⅡまとめ（記録係） 

  ワークシートⅠ・Ⅱと模造紙・付箋を担当に渡す。 

 

★ワークシートⅠ 
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★ワークシートⅡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇生徒の活動を集約 
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これらの活動をもとに、ファシリテーター（教職員、松浦市職員等）と生徒が協議を進め、バス

ツアーのルートを、主に松浦市内陸部（炭鉱等）を中心とした「陸のルート」、松浦市を流れる志

佐川の上流まで行く「水のルート」、平戸市街地と松浦市街地を比較する「街のルート」、鎌倉時

代の元寇で知られる鷹島を調査する「島のルート」の４つに分けて、バスツアーを実施することと

した。以下がツアーの内容と、その４つのルートでの実際の活動の概要である。 

 

■ツアー内容（見学先） 

ルート名 見 学 先 

陸 風力発電所→ＪＲ九州ファーム→世知原炭鉱資料館等 

水 志佐川河畔公園→笛吹ダム→柚木川内キャンプ場等→市役所水産課講話 

街 平戸市街地→松浦市街地 

島 鷹島→松浦市立埋蔵文化センター→モンゴル村等→石材店見学 

 

◇陸のルート（世知原炭鉱資料館） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生徒の感想】 

○今回のバスツアーでは、松浦の炭鉱について沢山のことを知ることができました。 

○九州ファームでは、太陽パネルや風車を使って農業をしていました。 

○世知原炭鉱では、その時代に使われていた道具や写真、洞窟にも入ることができました。 

○石炭を実際に触ってみることができ、いい経験になりました。 
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◇水のルート（志佐川・笛吹ダム） 

○アピールできること △改善が必要なこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

生徒の感想 

△休憩場所（ ベンチ等 ）が少ない 

△川の中一部が手付かずの状態とな

っている 

△看板などで道の情報がほしい 

（□□まであと何ｍ。など） 

○いろいろな生物がいる 

生徒の感想 

○景色がよかった 

○ところどころ休憩所があった 

△滑りやすい 

△危険な石が多い 

生徒の感想 

○滝に光がさして神秘的 

○バンガローの中がきれい 

△火が使えない 

△ここまでの道案内がない 

生徒の感想 

○ゴミが落ちていなかった 

○散歩しやすい 

△遊具が少なく、汚い 

△ベンチが汚れていた 
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◇街のルート（平戸市街地）観光客目線と住民目線で比較 

 

平戸市街地                 松浦市街地 
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◇島のルート（鷹島：モンゴル村） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇生徒が準備した事前学習資料【元寇と鷹島】 

 

鷹島は二度の元寇と深いかかわりを持つ。文永の役では元軍が鷹島に上陸して住

民を虐殺している。続く、弘安の役では平戸島から鷹島に進出してきた元軍に対し

て、集結した日本軍が攻撃を仕掛けて海戦となる。『心史』によれば、元軍は鷹島に

上陸すると、日本軍の襲来に備えて、塁を築いて防備を固めさせた。当初、平戸島

から太宰府目指して進撃する計画をたてていた元軍であったが、『元史』相威伝によ

れば、躊躇して進撃できなかったという。 

このような中、台風が襲来し、元軍は大損害を被った。元軍諸将は軍議を開き、

継戦か撤退か議論し、最終的に撤退に決する。諸将は頑丈な船を選び、兵卒を船か

ら無理矢理下ろすと、乗船して兵卒を見捨て逃走した。鷹島に残された約 10 万の

元軍は船を建造して撤退することにする。ところが鷹島に日本軍が襲来し、元軍は

2、3 万の捕虜を出し壊滅した。鷹島には、この鷹島掃蕩戦の激しさを物語るものと

して、首除、首崎、血崎、血浦、刀の元、胴代、死浦、地獄谷、遠矢の原、前生死

岩、後生死岩、供養の元、伊野利の浜などの地名に名残を残している。  

この際に沈没した元軍船を巡って水中考古学の立場から調査が行われ、パスパ文

字で作成された管軍総把印を始め、船舶に関する遺物や武器・武具などが多く発見

されており、遺物がある南岸一帯（汀線から沖合 200m、延長 7.5km）は埋蔵文

化財包蔵地として周知されている。 

その一部は元寇終焉の地として松浦市立鷹島歴史民俗資料館や鷹島埋蔵文化財セ

ンターで見ることができる。 
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(4)研究テーマ設定 

地域課題の解決に向けて、「自分ごと」として課題研究を進めることを目的として、これまでの

学習を踏まえ、カリキュラム開発等専門家の助言及びコンソーシアムの支援を受けるなどして、

次年度の課題研究テーマの設定及び研究班の編制を進めた。 

 

■課題研究テーマ設定までの流れの概要 

１月１２日（火）自分の将来を考える 

・冬休みにまとめてきた内容をクラスで発表し、協議する 

１月１９日（火）次年度の「まつナビ」の課題研究テーマを考える① 

・クラス単位ではなく、個別に課題研究テーマを考えてみる 

１月２６日（火）次年度の「まつナビ」の課題研究テーマを考える② 

・先週の続き 

２月 ９日（火）「課題研究テーマ設定のための研修会」① 

・長崎大学井手先生による講義、類似のテーマで仮の研究活動班をつくる 

２月１６日（火）「課題研究テーマ設定のための研修会」② 

・「２０の思考スキル」についての講義、仮の研究活動班で協議 

３月 ２日（火）「課題研究テーマ設定のための研修会」③ 

・仮の研究活動班でポスターセッション 

 

■課題研究テーマ設定１「冬休みの課題」 

これまでの課題研究活動を通して興味・関心をもったことについて個人でまとめた。それらを

１月１２日（火）に提出した。また、各クラスで協議をして代表的なテーマを出し合った。 

◇プレまつナビ［１月１２日（火）］の進め方     

１ 準備［３分］         

(1)近くの席の４～５名で、グループを作る。  

(2)筆記具と【自分の将来を考える】の課題プリントのみ机上に。    

→他人の発言で良いと思ったことは、メモをとるように指示。（プリントの空いている所）  

(3)発言の際のルールについて、確認をする。      

①他人の意見を批判しない。否定しない。       

②他人の意見に触発され、連想したり、あるいは他人の意見に自分のアイデアを加えたりして、

新しい意見として述べるのもあり。       

２ 活動［４０分］          

(1)課題【１】について、意見を述べる。［５分］      

(2)課題【２】について、意見を交換する。［１０分］     

(3)課題【３】について、意見を出し合う。［２５分］      

３ まとめ［７分］         

(１)各グループに発表をさせる。 

(２)課題プリントと模造紙を回収する。   
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★自分の将来を考える  
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◇「自分の将来を考える」集計結果（一部抜粋） 
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■課題研究テーマ設定２「まつナビのテーマを考える」 

クラスごとに興味・関心テーマを漠然と考えてきたが、これらを踏まえて「自分ごと」とし

て、個別にテーマを考えてみる。 

 

★まつナビのテーマを考える 

  



29 

 

◇「まつナビのテーマを考える」集計結果（一部抜粋） 
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■課題研究テーマ設定３「課題研究テーマ設定のための研修会」 

 進路への結びつき（キャリア教育）も考慮しながら、生徒の主体性を考慮し、「自分ごと」の課

題研究テーマ設定を導くための最終段階として、カリキュラム開発等専門家、長崎大学井手弘人

先生による研修会を実施した。 
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■課題研究テーマ設定のための研修会 

 

◇長崎大学井手先生による講義（第１回） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇類似のテーマで仮の研究活動班をつくる（第２回） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇仮の研究活動班によるポスターセッション（第３回） 
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2-4 成果と課題 

 令和２年度の課題研究活動による、１年生の「プレまつナビ」の成果と課題は以下の通りであ

る。 

 

(1)成果 

①バスツアー計画等を行うことによって、地域ならではの課題についての基礎的な知識を得る

ことができた 

②KJ 法や課題研究テーマ設定研修会等を行うことによって、課題解決学習を進めるための基本

的な技能を習得することができた。 

 ③育成を目指す資質・能力を踏まえた、授業の公開及び振り返りが実施できた。 

 

(2)課題 

①テーマ設定を計画的に進める必要がある。 

・地域の課題解決に向けて取り組もうとする意欲の高まりが十分でなかったとの課題を解決す

るために、生徒がキャリア・プランニングを念頭において、より主体的に課題研究テーマを

設定することができる取組を、今後、行っていく。 

②「まつナビ・プロジェクト」で育成を目指す資質・能力を踏まえた各教科における授業実践

の一層の充実を図る必要がある。 

・校内研修を計画的に実施すると共に、校内公開授業月間の在り方の改善を図る。 
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３．まつナビ（第２学年） 

3-1 研究開発のねらい 

設定したテーマに基づき、コンソーシアムの協力を得るなどして、フィールドワークを含む

課題研究を計画的に進め、課題研究発表会や市議会において課題の解決策等について提言を行

うことで、地域を大切にする姿勢や課題解決能力の育成を図る。 

 

3-2 令和２年度の実践活動 

 

3-3 実践報告 

第２学年では地域課題解決を目指して課題研究活動「まつナビ」を行った。フィールドワー

クや地域との協働活動に基づく調査・研究・実践を進め、中間発表を行い、コンソーシアム

等による評価を受けて、テーマ再設定や発表内容の修正後、本発表を行った。代表班（５つ

の班）は松浦市議会議場において、松浦市長及び市議会議員への提言を行った。 

(1)研究テーマ設定 

地域課題の解決に向けて、「自分ごと」として研究活動を進めることを目的として、これま

での学習を参考として、ファシリテーター等の支援を受けながら、テーマ設定を行った。 

■年度当初の研修会             ■年度当初の研修会についてまとめる 

 

 

 

 

 

 

 

 
４

月 

５

月 

６

月 

７

月 

８

月 

９

月 

10

月 

11

月 

12

月 

1

月 

2

月 

3

月 

(1)研究テーマ

設定 
1 回 1 回           

(2)中間発表及

び 

振り返り 

  2 回 2 回         

(4) フィールド 

ワーク 
  1 回 1 回 1 回  1 回      

(4)本発表・松

浦市議会発表及

び振り返り 

      1 回 3 回 4 回 1 回   



34 

 

★テーマ設定のための基礎計画ワークシート 

 

 

 

 

 

本時の

目標 

１ 「ＳＤＧｓ」について正しく理解する。 

２ 地域課題テーマに沿って、自分たちが何をするか、決定する。 

     班 リーダー： サブリーダー： 

部署            課 班員： 

地域課題テーマ： 

地域課題を解決

するために、自

分たちにできそ

うなこと、取り

組むとワクワク

するようなこと

を、思いつくま

まに挙げてみよ

う。 

自分が思いついたこと 

班の中で出た意見 

タイトル決定 
 

ＳＤＧｓの目標 

ターゲットでタ 

イトルと結びつ 

きそうなものを 

挙げてみよう。 
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■指導者手引き 

目標 

①「ＳＤＧｓ」について、理解する。 

②「ＳＤＧｓ」の取り組みがどういう意味を持つのか、理解する。 

③基礎計画の策定 

a.まつナビで行ってみたいことを記入 

   b.各自の行いたいことを説明 

   c.チームとして取り組みたいことを決定 

      d.取り組みたい理由を決定 

      e.「ＳＤＧｓ」との関わりと意味づけを考える 

      f. 到達目標と達成方法を決定 

 

◇進め方（令和２年５月２６日（火）） 

時間 学 習 内 容 指導上の注意点 

 

 

休み時間 

 

15:05 

15:15 

＊できれば、時間前にリーダーと担当教員で確認をしてお

く。 

 

○体育館に移動 

 リーダーを先頭に班ごとに整列。（間隔を広く取る。） 

○「ＳＤＧｓ」について、説明を聞く。 

○教室へ移動 

 サブリーダーは付箋とＡ３用紙を受け取って行く。 

＊ＳＤＧｓのプリント配  

 布。 

15:20 

 

 

15:21 

 

 

 

 

15:25 

 

 

15:30 

 

 

15:35 

 

展開① リーダーが、本日することを班員と確認する。 

Ａ 自己紹介およびテーマへの興味の確認 

Ｂ 考えてきた「行ってみたいこと」の確認 

展開① 自己紹介をする。 

 

 

 

 

展開② 自分がテーマのどのような点に興味を持った

のかについて、一人ずつ感想を述べる。             

 

展開③ 今回のまつナビで各自が行ってみたいこと（宿

題で考えてきたこと）を５分間で付箋に記入す

る。 

 

展開④ 各自の付箋をＡ３用紙に貼りながら、各自が行

＊リーダーが司会。サブ

リーダーが記録。（基本

毎回）クラス、氏名、出

身中、部活動等、１人３

０秒で。（ｻﾌﾞﾘｰﾀﾞｰが時

間を計る。） 

＊担当の先生(松浦市の

方)も自己紹介。 

＊そのテーマを選んだ理

由を簡単に１人３０秒

で。 

 

 

 

＊１人３０秒程度で。 

付箋を貼る際、内容の
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15:48 

いたいこととその理由を述べる。各自の発表に

ついて質問や詳しい説明を聞きたいことがあ

れば聞く。 

 

展開⑥「次時に向けて」を確認する。 

 

次時に向けて 

①本日の活動を、個人レポートに記入し、明日朝までに

担当者に提出する。サブリーダーは班レポートも記入

し提出する。 

②それぞれの取り組みについて、ＳＤＧｓとのつながり

を考えておく。 

③次の時間の確認：グループとしての取り組み（タイト

ル）を決定する。基礎計画シートを完成させる。 

近いところに貼るよう

促す。 

 

＊今後進めていくテーマ

について決めるのは来

週でよいので、本時で

は全員のおおまかな考

えを集約する。シート

は現時点で書けるとこ

ろまででいいので、一

旦提出させる。 

＊リーダーから説明。（不

足があれば担当教員か

ら補足。） 

 

◇進め方（令和２年６月２日（火）） 

時間 学 習 内 容 指導上の注意点 

15:35 

 

 

 

 

 

 

15:40 

 

 

 

15:45 

 

 

 

15:50 

 

 

 

16:00 

展開① リーダーが、本日することを班員と確認する。 

Ａ グループとしての取り組み（タイトル）を決

定する。 

Ｂ タイトルの理由を記入する。 

Ｃ 「ＳＤＧｓ」の目標と取り組みを結びつける。 

Ｄ 「到達目標」と「具体策」を決定する。 

 

展開② 前回のA３プリントを確認し、各自の付箋を関

連のあるものをグループ化しながら付箋を貼

り直す。 

 

展開③ グループ化されたまとまりについて、まとまり

ごとに共通するもの（こと）を言葉にしてＡ３

用紙に記入する。  

 

展開④ いくつか出てきているはずであるまとまりの

言葉から、グループとして取り組みたいもの

（タイトル）を決定する。 

 

展開⑤ 取り組みの理由・根拠を、各自で考え、付箋に

＊できれば、時間前にリ

ーダーと担当教員で確認

をしておく。 
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16:05 

 

 

16:15 

 

 

16:22 

記入する。 

展開⑥ 付箋に書いたことを各自が発表し、文章を班で

完成させる。 

 

展開⑦ 自分たちが取り組むことが「ＳＤＧｓ」のどの

目標・ターゲットと関連するか、検討する。 

 

展開⑧ 次時の確認 

次時に向けて 

①自班の取り組みが「ＳＤＧｓ」の目標を阻害するもの

になっていないか、各自で考えてくる。 

②次の時間の確認：基礎計画シートを完成させる。 

 

＊付箋に書いたことをグ

ループ化したり並べ替

えたりして一つの文に

する。 

 

 

＊各自が付箋に記入し、

グループで開き合う。 

＊目標・ターゲットは複

数あってもよい。 

 

 

◇進め方（令和２年６月１６日（火）） 

時間 学 習 内 容 指導上の注意点 

15:35 

 

 

 

15:40 

 

 

 

15:45 

 

 

 

 

 

16:23 

展開① リーダーが、本日することを班員と確認する。 

Ａ 「基礎計画シート」を完成させる。 

B 研究の計画・担当を決めるなど、研究開始。 

 

展開② 「実現するために到達すべき目標」および、「目

標を実現するための具体策」を考えて、付箋に

記入する。 

 

展開③ 付箋に書いたことを各自が発表する。 

 

展開④ 「基礎計画シート」の完成。 

     完成次第、研究の内容に入っていく。 

   （役割分担、調査内容、スケジュールなど） 

 

展開⑤ 「基礎計画シート（班レポート）」の提出およ

び、次時の確認。 

 

次時に向けて 

○次の時間の確認：班の実態に応じて、各自がやってお

くことがあれば確認。 

＊できれば、時間前にリ

ーダーと担当教員で確認

をしておく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊レポートはこの時間に

完成させる。 

 

＊次時の確認はリーダー

から説明。（不足があれ

ば担当教員から補足。） 
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■テーマ設定の手順 

◇松浦市役所（ファシリテーター）による研修会 ◇研修で学んだことをまとめる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇模造紙や付箋紙を使って、研究テーマを具体的にまとめていく 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇検討したテーマをパソコンにまとめる 
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(2)中間発表 

課題研究の方向性等について検証することを目的として、研究の進捗状況等について発表し、

コンソーシアム関係者等から助言を受けた。生徒は、研究の振り返りを行うとともに、以後の研

究の進め方について検討した。 

 

★実施要領 

１ 目  的  ①地域課題解決に向けての研究について、進捗状況を発表することで、生徒自ら

研究の対象・目的・方法等について確認する機会とする。 

②フィールドワークのあり方など、今後の研究について専門家からアドバイスを

受けることで研究の方向性を確かめる。 

③全体の前で発表することで、本発表に向けてよりよい発表のしかたを身につけ

る。 

２ 日  時   令和２年７月８日（水） ５・６校時（１３：２５～１５：１５） 

                     ※全学年５校時と７校時を入れ替え 

                      ７校時終了後掃除・ＳＨＲ 

３ 場  所   本校 体育館（２F） 

４ 対  象   松浦高校２年生（５９名）・・１１班 

５ 内  容   ひと班あたり、発表を５分で実施する。 

パワーポイントは使わず、書画カメラで資料を投影して発表する。 

各班、Ａ４・１枚の発表概要（基礎計画シート）を作成し、参加者に配布する。 

６ 参加予定   松浦市担当者       ９名 

         コンソーシアム構成員  １２名（本校校長除く） 

         運営指導員        ５名 

         地域協働学習実施支援員  １名 

         カリキュラム開発等専門家 １名          計２８名 

７ 会次第 

   進行 生徒２名      

  ①はじめのことば ②校長挨拶 ③概要説明 ④来校者紹介 

  ⑤前半発表（１番目～５番目）※発表と発表の間は２分程度空けて、移動や感想記入をする。 

    １５分程度休憩（時間調節のため、変更あり） 

  ⑥後半発表（６番目～１１番目）※前半同様に発表と発表の間は２分程度空ける。 

  ⑦講評  

⑧おわりのことば 

 

８ 準備物 

  プロジェクター、書画カメラ、ワイヤレスマイク（２本）、机（機材設置のための）、 

  動画撮影用カメラおよび三脚、机・椅子（来校者用） 
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９ 職員係分担 

  ○進行台本作成および進行指導 

  ○機器準備（マイク・プロジェクター・書画カメラ） 

○会場設営  

  ○発表概要および生徒記録用紙印刷 

  ○指導者および市役所職員など外部対応 

  ○生徒整列指導 

○掲示物作成および掲示（指導助言者など） 

○記録（写真および固定カメラによる動画撮影）  

 

１０ その他 

  ○発表の内容について 

   発表は、基礎計画シートに沿って、以下の点について説明する。 

    A 研究テーマおよびタイトル、その理由・根拠 

    B SDGｓの目標 

    C 到達目標および達成方法（フィールドワーク計画を含む） 

  ○発表の方法について 

   一班５分程度で発表を行う。なお、発表は必ず全員で行うこと。 

    （１分の目安は４００字程度。なるだけ「下を見ないで」発表すること。） 

  ○発表概要について 

   ７／２（木）までに提出すること。手書きも可。PC 入力の場合はパソコン室のフォルダに

ある様式を用いること。 
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★評価シート（生徒・職員、コンソーシアム・運営指導委員等共通） 

以下の評価シートを、発表を聞きながら記入し各班へフィードバックする。この評価シートをも

とに、不足していること、必要なこと等を振り返り、フィールドワークの具体的な準備に入る。 
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■中間発表テーマ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇中間発表の様子 

  

班 課題研究テーマ 

1 ユニバーサルデザインで快適な暮らしにリサイクル 

2 農業っていいね！！ 

3 フグ食う馬鹿 フグ食わぬ馬鹿 

4 We love トラフグ 

5 ＳＮＳでＬｅｖｅｌ Ｕｐ！ 

6 Let's change the Matsuura 

7 カジュアルキャンプ in 松浦 ～満足するような思い出をつくろう～ 

8 private night in Matsuura 

9 空き家を利用して便利でにぎやかな町にしよう 

10 市民交流プラザを松浦市で獲れる魚を知ってもらえる場所にしよう！！ 

11 タータン×松浦の魅力 

発表を聞いた生徒、

教職員・松浦市役所

ファシリテーター

等からアドバイス 

（評価シート） 

中間発表で各班の

研究構想を発表 

フィールドワーク

の準備 

◇発表後の手順 
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(3)フィールドワーク 

今後の研究の充実に向けた情報の収集とコミュニケーション力の育成等を目的として、生徒が

事業所等の見学や体験、インタビューなどを計画し、フィールドワークを行った。実施後、振り

返りを行い、課題研究にその内容を反映させた。 

 

★フィールドワーク計画 

目標 

＜フィールドワーク計画の作成＞ 

a.到達目標・達成方法の確認 

   ｂ. 必要な資料のリストアップ 

   ｃ.フィールドワーク計画 

学習内容 注意点 

14:35 

 

 

 

 

 

 

 

14:45 

 

 

 

 

 

 

14:55 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あいさつ（市役所担当から） 

展開① 本時にやることの確認。         

a. 前時の確認、b.今日の手順確認 

 

展開②「到達目標」や「達成方法」の確認 

（前時のレポートより） 

 

 

展開③ 「達成方法」実現に必要な材料（調

査・インタビュー・アンケートなど）

を各自考え付箋に記入し、Ａ３用紙

に貼る。 

 

展開④ 付箋の中から、必要なものをリスト

アップし、まとめる。 

 

展開⑤ ７／３０のフィールドワーク計画を

作成する。 

以下のことを念頭において、 

一日の計画を立てる。 

  ・場所 

  ・時間（移動時間や昼食の時間、開館時

間を考慮する） 

・フィールドワークの方法（アンケート

か、インタビュー 

かなど）と、何を明らかにしたいのか 

  ・交通手段・費用・定員・役割分担 

※「フィールドワーク計画での留意事

項」を前日までに配布し、 

 読んでおくように指示しておく。 

※展開⑤に時間を割けるように工夫す

る。 

・展開①～③の説明・指示はリーダー

から。 

・サブリーダーで、Ａ３用紙に「達成方

法」を書いておく。 

※市役所担当及び教職員で「〇〇のよ

うな資料もあるよ」とアドバイスを

お願いします。 

・決まったことは本時のレポートに記

入。 

※「フィールドワーク留意事項」 

 の大切なところを教員から簡単に説

明する。 

 

・図書館及び３階第２ＰＣ室を利用し

てもよい。 
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  ・準備しておくもの 

 

展開⑥ 次の時間（7/２９（水））の準備の時

間）までにやるべきことの確認。 

次時に向けて 

① 必要な資料の収集手段を考えておき、役割分担を決定する。 

② アンケート・インタビューなどの項目を検討しておく。 

 （「アンケートの調査方法」を配布し、熟読しておくように指示する。） 

 

◇フィールドワーク（７月３０日）実施計画 
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■フィールドワーク活動例 ２班課題研究テーマ「農業っていいね！！」 

 

◇農業について質疑応答 

 

 

 

 

 

 

 

◇イチゴ畑で実習（収穫作業） 

 

 

 

 

 

 

◇ドローンによる農薬散布体験 

 

 

 

 

 

 

 

◇市役所農林課訪問 
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★振り返り 

本時の目的 

①＜全体で＞今日やることを確認 

   a.今日の手順確認、b.本発表に向けた手順確認、 

②＜ここから各部屋に移動＞ 

a. フィールドワークの反省 

   b. フィールドワーク成果の整理と分析 

   c. フィールドワーク後の方向性と活動計画を確認 

   d. 今後の予定を確認 

   e. 礼状の作成 

本時の進め方 

＜全体で＞ 

展開① 本時にやることの確認。          

a.今日の手順確認 

b.１０/2３(金)の松鵬祭発表に向けた手順の確認 

※発表の内容 

ひと班７分以内の発表＋発表概要（Ａ４で１枚） 

①基礎計画のテーマ・到達目標・達成方法について 

②フィールドワークの状況・わかったこと 

③今後の展望・計画（提言に向けて） 

＜各部屋へ移動＞ 

展開② フィールドワークの反省。 

    フィールドワーク個人レポートを基に、メンバー全員が発表。 

    〇よかったこと  〇うまくいかなかったこと 

    〇得られたもの 

    チームとしてのまとめを、チームレポート用紙に記入。 

展開③ フィールドワークの成果についての整理と分析。 

    各班で必要な活動を行います。 

    〇アンケートの集計など   〇調査・視察結果の分析 

展開④ フィールドワークの結果の整理。 

    〇わかったこと    〇わからなかったこと 

展開⑤ フィールドワーク後の方向性／活動計画の確認。 

基礎計画（基礎計画まとめ）を参考にする。 

    〇基礎計画のテーマ・到達目標は達成できそうか 

     →できそうにない場合、どうしたらできそうになるか。 

→テーマ・到達目標自体を変更した方がいいのか。 

    〇地域の課題や問題点が具体的に見えてきたか。 

→見えない場合には、どうやったら見えるようになるか。 

    〇提言できそうなことは見えてきたか。 

      →見えない場合には、どうやったら見えるようになるか。 

展開⑥ 松鵬祭発表に向けた役割分担をする。 

展開⑦ 「次時に向けて」を確認させ、次回までにやるべきことがあれ

ば、グループレポートに記入する。 

展開⑧ フィールドワークでお世話になったところへの礼状作成。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○個人レポートは事

前に記入しておく

こと。 

○この反省は、フィー

ルドワークの「活動

自体」の反省です。 

 

○フィールドワーク

結果のまとめです。 

 

○フィールドワーク

結果から、今後の方

向性をさぐります。 

 

 

○客観性と理由づけ

が伴った提言をつく

りあげることが最終

的なゴールです。その

ゴールにどうやった

らたどり着けるか、計

画を立てます。 

○全員が何らかの役

割を担います。 
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◇振り返り（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★チームレポートのフォームは松高 Web ページへ 

  

次時に向けて 

① 本日の活動を、サブリーダーがチームレポートに記入し、個人レポートとともに提出しま

す。 

② フィールドワーク後の課題を解決に向けた計画や具体的方法について考えます。（必要に応

じて夏休み中に個別の活動を行ってもかまいません。ただし担当の先生に確認を取るこ

と。） 

③ 次の時間の確認：研究を進め、松鵬祭発表に向けて内容をまとめます。 
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(4)他県高校とのリモート協議 

生徒の課題研究のより一層の充実を図るために、課題研究発表会の前に鹿児島県立大島北高等

学校とのリモートによる意見交換や相互の研究発表会のビデオ交換を行った。また、事前にお互

いの情報を交換して、その後の課題研究活動の参考にした。 

 

★大島北高生のワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

  ■大島北高校の様子 

http://www.nankainn.com/nankainn/wp-content/uploads/2020/12/66f24e1aac4810c171669f5c1081172a.jpg
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■松浦高校生のワークシート 

  

■松浦高校の様子 
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参考資料 

2020 年 12月 10日  

 

 

 

松浦高とリモート交流 研究テーマで意見交換 大島北高 

 

  奄美市笠利町の県立大島北高校（下高原涼子校長、生徒１３４人）は９日、

テレビ会議システムを活用して長崎県の松浦高校とリモート交流会を開いた。授業の一

環で地域探求活動を行っている北高の２年生７人と松浦高の６人が画面越しに意見交

換。観光振興や特産品のアピールなどそれぞれの研究テーマについて活動報告し、改善

策や解決策を探った。北高の２年生４５人は総合的な探求の時間「アマンＤａｙ」内で

班ごとに地域課題を設定し、課題解決に向けて年間を通して活動している。松浦高は文

科省の２０２０年度「地域との協働による高等学校教育改革推進業（地域魅力化型）」

の研究指定校で、地域探究活動の先進校。９日は各班の代表者がリモート交流会に臨ん

だ。生徒たちの研究テーマは松浦高が▽地元特産のトラフグの知名度アップ▽町に新し

い店を増やすには▽キャンプ場の活用│など。北高が▽若者が本場奄美大島紬に親しむ

には▽観光客と地元住民が協力して自然を守る方法▽奄美の地域医療の課題│など。北

高の生徒が「大島紬を制服に取り入れたいが耐久性などで工夫が必要になる」と相談す

ると、松浦高側から「スカートやズボンではなく、リボンやネクタイなどの小物として

取り入れたらどうか」などの提案があった。 

松浦高の「特産のフグの新ブランド化や既存のブランド活用がうまくいっていな

い」という相談に対しては、北高の生徒が「修学旅行で奄美のクロマグロ養殖場の見学

ツアーに参加し、詳しく知ることができた。ツアー展開はどうか」「家族や友人に呼び

掛けて協力してくれる大人を探し、企画の進め方について助言をもらっては」などと意

見を述べていた。交流会には両校の活動に助言を行っている長崎大学教育学部の井手弘

人准教授と学生２人も参加し、高校生たちへアドバイスした。 

北高情報処理科２年生の中山南希さん（１７）は「調べた結果が予想と違ってま

とめ方に悩んでいたが、松浦高の生徒たちも同じように悩んでいると知って気持ちが楽

になった。たくさん助言をもらったので研究につなげていきたい」と話した。両校は今

後も交流会を開催するという。 

 

http://www.nankainn.com/
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(5)課題研究発表 

生徒がプレゼンテーション力や表現力などの発信力を身に付けるとともに、研究内容について

松浦高校１年生及び松浦市内の小中学校の教職員等と共有することを目的として、課題研究活

動の成果、実践についての発表会を松浦市文化会館において実施した。 

 

■実施要領 

 

１ 目  的   本校で取り組んでいる「まつナビ・プロジェクト」は、地域との協働により、

地域を素材にして課題研究に取り組ませ、本気で松浦の未来を担いたいと考える

人材育成を目指している。 

全学年で「まつナビ・プロジェクト（ＭＮＰ）」を実践しており、県内の教職員

等に対して１年次より継続している２年生の課題研究を中心に、ＭＮＰの取り組

みを紹介し、地域課題解決型探究活動の普及の一助とする。 

２ 日  時  令和２年１２月１５日（火） １３：００～１６：４５ 

３ 場  所  松浦市文化会館 

・本発表；ゆめホール（収容人数：５０５名） 

・運営指導委員会；小ホールＡ（収容人数：１００名） 

・コンソーシアム意見交換会；小ホールＢ（収容人数：１００名） 

４ 対  象  松浦高校２年生（５９名）・・・１１班に分かれてグループ発表 

          〃 １年生（９７名）・・・発表の参観 

コンソーシアム連携機関１０名 カリキュラム開発専門家１名  

地域協働学習実施支援員１名 運営指導委員５名 県事業管理機関２名 

松浦市職員８名 県内高校教職員 20名 市内中学校教職員１０名  

大学関係者３名 （校外参加者６０名）           合計２１６名 

５ 会次第 

時間 生徒研究発表 会議等 備考 

13:00～13:10 開会行事  県教委 校長 

13:10～13:30 概要説明  生徒２名（３年生） 

13:40～15:40 
各班発表 

（１１班） 
 

一班当りの発表・質疑応答等１０分 

（準備１分、発表７分、質疑応答２分） 

15:40～15:50 講評・閉会行事  運営指導委員 校長 

16:00～16:45  

運営指導委員会 小ホールＡ  

コンソーシアム

意見交換会 
小ホールＢ  

 

６ 新型コロナウィルス感染防止対策 

（１）生徒及び参加者全員検温を行って入場する。 
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（２）座席は一つ飛ばしで着席する（収容人数５０５人の会場に入場できる上限を、およそ半数の

２５０人とする）。 

（３）松浦市文化会館ゆめホールの出入口は終日開放する（換気のため）。 

（４）各発表後にマイクの消毒を行う。 

（５）会場入口付近に消毒液を設置する。 

（６）校外参加について、県内高等学校、市内中学校等の教職員参加者は新型コロナウィルス感染

状況に応じて参加制限をかける場合がある。 

 

７ その他の留意点 

（１）1 週間前の１２月８日（火）までに、松浦市文化会館で実施するか否か態度決定を行う。 

（２）（１）に関して、実施できない場合は、「３密」を避けるために、次の①もしくは②の形態で

実施する。 

①校外参加者を制限して実施する場合 

日程は「５ 会次第」に同じ。２年生は体育館で発表し、１年生はそれを見学する。運営

指導委員会、コンソーシアム意見交換会は実施。その他の校外参加者はご遠慮いただく。 

②本校関係者のみで実施する場合 

日程は 13:00 開始、15:50 講評・閉会行事までで終了する。発表は会議室で行い、発表

者以外の参観者は教室でリモートにて見学する。運営指導委員会、コンソーシアム意見交換

会は実施しないが、運営指導委員にリモートによる講評をお願いすることもある。 

 

◇課題研究発表順と課題研究テーマ 

 

  

順 班 課題研究テーマ 

1 ３班 フグ食う馬鹿 フグ食わぬ馬鹿 

2 ５班 ＳＮＳでＬｅｖｅｌ Ｕｐ！ 

3 ９班 空き家を利用して便利でにぎやかな町にしよう 

4 ４班 We love トラフグ 

5 １０班 市民交流プラザを松浦市で獲れる魚を知ってもらえる場所にしよう！！ 

6 ６班 Let's change the Matsuura 

7 ２班 農業っていいね！！ 

8 １班 ユニバーサルデザインで快適な暮らしにリサイクル 

9 ８班 private night in Matsuura 

10 ７班 カジュアルキャンプ in 松浦 ～満足するような思い出をつくろう～ 

11 １１班 タータン×松浦の魅力 
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   ー    

         

            

         ー 

         ー           

 楽しいと思う
   

 楽しくないと思う
   

 どちらでもない
   

                

   

    

   

◇課題研究発表スライド例 
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         ー           

 きつそう
   

 きつくなさそう
  

 どちらでもない
  

                

   
  

    

  

農業をやりたくなったらどこに相

談すればよいか？（３択） 
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■課題研究発表会の様子 

 

◇３年生による概要発表           ◇ソーシャルディスタンスを保って参観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇１年生のよる活動報告           ◇３班「フグ食う馬鹿フグ食わぬ馬鹿」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇９班「空き家を利用して便利で       ◇１１班「タータン×松浦の魅力」 

にぎやかな町にしよう」 
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(6)松浦市議会議場発表 

松浦市の施策検討の際に生徒の提言を参考としていただくことを目的として、代表班が市議会議

場において、課題研究の内容等を発表し、市議会議員からの質問に対して答弁した。 

 

■松浦市議会議場発表の様子 

◇代表５班による発表            ◇松浦市長賞「農業っていいね」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇松浦市議会議長賞「タータン×松浦の魅力」 ◇松浦市教育長賞「ユニバーサルデザイン 

で快適な暮らしにリサイクル」           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇松浦高校長賞「空き家を利用して便利で    ◇松浦高校長賞「ＳＮＳで Level Up!」 

にぎやかな町にしよう」                         
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■まつナビ課題研究活動のまとめ（生徒による反省・感想） 

１ テーマ・タイトル設定について 

・２つの班が合わさったからこそターゲットを増やすことができた。（１班） 

・わかりやすく伝わりやすいようにした。（２班） 

・インパクトのある人の目につく工夫したタイトルだった。評価でも良いと言われた。（３班） 

・タイトルは、班の皆が研究を行う中で、トラフグを好きになったので、もっと多くの人にも

好きになって欲しいと思ってつけた。（4班） 

・SNS は現代では利用する人が多いので、松浦の魅力や独自の制度を発信することで多くの人

に知ってもらえることができるので、このタイトルにした。（５班） 

・テーマ設定に少し時間がかかったが、全員でちゃんと話し合って決定できた。（６班） 

・タイトルがあまり決まらずにたくさん迷ったが、メンバーで話し合いたくさんアイデアを出

し合って決めることができたからよかった。（７班） 

・松浦の民泊を意味しており、また国際化が進んでいるので英語を取り入れることで世界中の

人が理解しやすいと思ってつけたタイトルだった。（８班） 

・テーマとタイトルが結びつかないことがあった。松浦は空き家が多いので、そこに着目でき

たことは良かった。フリーマーケットで本当ににぎやかな町になるのか疑問だと思った。（９

班） 

・テーマとタイトルのつながりがあまりなかった。タイトルの変更がたくさんあり大変だっ

た。（１０班） 

・世界に一つだけの松浦タータンを使った商品を使って、松浦タータンと松浦の魅力を伝えら

れるようにした。（１１班） 

 

２ 中間発表・フィールドワークについて 

〇中間発表について 

・資料準備が足りていなかった。原稿をずっと見てしまった。（３班） 

・発表後に指摘を受けて、伝えることの難しさを知った。（６班） 

・中間発表ではまだ具体的な目標が決まっておらず、何を発表するのかに迷ってしまった。目

標は早く決める必要があると思った。（１０班） 

 

 〇フィールドワークについて 

・課題を見つけることができた。（１班） 

・フィールドワークを通して、農業についてイメージが変わった。（２班） 

・佐世保と鷹島に行き、現状を知った。（４班） 

・市内でお店を経営されている方々にインタビューをすることで、熱意が伝わった。意見をた

くさん聞けた。（５班） 

 ・実際に起業した人の話を聞けたことがとても良かった。（６班） 

 ・松浦のキャンプ場と佐世保のキャンプ場の違いを比較でき、改善点を見つけることができ

た。（７班） 

 ・自分たちが考えていたことがいろいろな都合でできなくなり、苦戦した。（11班） 

※フィールドワークで発見したことや気づいたことが研究の進歩になる。 

 

３ 課題研究発表（本発表）について 

・原稿を覚えていれば良かった。（３班） 

・他の班は独自で様々な取り組みをしていたが、自分たちはあまりしていないと感じた。（４班） 

・ポスターの実物を見たいという声が多かったので完成させたい。松鵬祭の反省をもとにしてい
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い発表ができた。（６班） 

・リハーサルも十分にでき、不安なくすることができた。（８班） 

・パワーポイントの見やすさを改善できた。（９班） 

・実際に物があることでイメージしやすくなり、紙袋もお守りも高評価で良かった。 

 

４ 「まつナビ」の取り組み全体について 

・自分たちで問題を見つけてそれについて研究するのは楽しかった。（１班） 

・自分たちにとって、発表する力などいろいろな力がついて良かった。（２班） 

・「トラフグ」について多くのことを知ることができました。（３班） 

・ゴールが見えなくてきついこともあったが、皆で協力して一つの物を完成することができた

ので良い経験になった。（６班） 

・松浦に住んでいても気づかないことにも「まつナビ」を通して気づくことができたので、と

てもいい機会になった。（７班） 

・松浦を知ってもらうためにどのような取り組みをすればよいか考えることに苦戦した。まつ

ナビを通して、自分たちも松浦や松浦タータンについて知ることができた。（１１班） 

※地域を知ろうとする気持ち、地域への愛着心を育むことができ、「問題発見→研究→解決を導

く」という、探究学習の最も重要なことを知らず知らずのうちに学んでいた。 

 

５ 自分たちの取り組んだ活動は、テーマの達成に貢献できたか。それはなぜか。 

〇貢献できた。（６） 

 理由…松浦市の支援事業などについて広く伝えることができたので貢献できたと思う。 

〇貢献できなかった。（３）  

理由…案はたくさん考えたが、すでに存在しているものばかりで新たな案を考えることがで

きなかった。いろいろな物は作ったが、それを広めることができていないので。 

〇その他（３） 

  理由…貢献できたとは言えないが、PR 動画が普及すれば少しは貢献できると思う。 

 

3-4 成果と課題 

令和２年度の課題研究活動による、２年生の「まつナビ」の成果と課題は以下の通りである。 

 

(1)成果 

①班別テーマに基づいて、コンソーシアム等の支援を受けながら研究活動を進めることができ

た。 

②地域の方々へのインタビュー等を踏まえた研究活動に多くの班が取り組んだ。 

③課題研究発表会等での、課題の解決策等の提言を行うことができた。 

 

(2)課題 

①コロナ渦もあり研究時間が不足した。 

②見通しを持って課題研究活動を進めていく必要がある。 

③地域内での人的なネットワーク、Webを活用して広域における研究ネットワークづくりを行

う必要がある。 
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４．ポストまつナビ（第３学年）                         

4-1 研究開発のねらい 

２学年のときに行った課題研究を個人研究としてまとめるとともに、課題研究の内容について

地元小中学生にプレゼンテーションし、「ふるさと学習」の成果の共有を図るなどの地域貢献活

動を行うことで、卒業後の「まつナビ・サポーター」としての意識の向上を図るなど、地域に貢

献する姿勢を育成する。 

 

4-2 令和２年度の実践活動 

 

4-3 実践報告 

第２学年の本発表で提言した内容に関する実践、「まつナビ・プロジェクト」全体を通じた振り

返りレポート作成及び小・中学生を対象とした発表等を行った。 

 

(1)２年次の研究成果に関するレポート作成・実践 

「自分と将来」について考えるとともに、ふるさとへの思いを大学進学や就職など実際の進

路実現に反映させることを目的として、キャリアデザインを目的とする本校独自の「ポートフ

ォリオ」に３年間の研究の成果を個人レポートとしてまとめた。なお、生徒の課題研究活動を

充実させるために本校図書館で選書を行い、まつナビ・プロジェクトコーナーを設置した。 

■図書館にまつナビ・プロジェクトコーナー設置   ■選書は３年生が行った 

 

 

 

 

 

 

 

 
４

月 

５

月 

６

月 

７

月 

８

月 

９

月 

10

月 

11

月 

12

月 

1

月 

2

月 

3

月 

(1)２年次の研

究成果に関する

レポート作成・

実践 

 1 回 1 回 1 回    1 回     

(2)校内発表に

おける提案事項

の校外実践 

 1 回           

(3)小・中学校

等における 

実践発表 

    1 回      3 回  



60 

 

(2)校内発表における提案事項の校外実践 

前年度の課題研究の実践の中で、地域の高齢者の団体と協働で作成した「幼児用木製遊具」を

松浦市へ寄贈し、松浦市福祉プラザに設置した。 

 

■贈呈式の様子 
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(3)小・中学校等における実践発表 

小中学校との連続性のある、地域に関する学びを構築することを目的として、コンソーシアム

の支援を受けて、市内小学３～６年生及び中学２、３年生の生徒に対して、これまでの地域課題

解決学習の成果を発表した。 

 

■松浦市立今福小学校訪問（令和３年２月１７日（水）） 

◇「子育て支援について自分たちが知り松浦にＰＲ」 ◇「松浦をタータンチェックに染めよう」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇松浦市立御厨中学校訪問（令和３年２月１９日（金）） 
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4-4 成果と課題 

令和２年度の課題研究活動による、３年生の「ポストまつナビ」の成果と課題は以下の通りであ

る。 

 

(1)成果 

①論理性を重視して、「ポートフォリオ」に個人の研究としてのまとめを行うことができた。 

②地元小中学生の児童生徒と「ふるさと学習」の成果を共有し、啓発を行うことができた。 

③卒業後に在学生（後輩たち）を支援する「まつナビサポーター」に向けた意識を育むことがで

きた。 

 

(2)課題 

①「自分ごと」としての研究活動の在り方を考え、キャリア形成（進路実現）とのつながりを強

める必要がある。 

②研究成果の発表だけでなく、共同学習等の連携等、地元小中学校との計画的な連携を進める必

要がある。  
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第３章 研究開発の内容②（研究開発単位Ⅱ）                   

１．はじめに 

1-1 研究開発単位の設定 

まつナビ・プロジェクト（MNP）の研究開発の目的を達成するために、以下の開発単位を設定し

た。 

 

Ⅱ コンソーシアムをはじめとする、地域課題解決型学習を組織的に支援する体制について

の研究開発 

 

1-2 活動目標 

令和２年度の活動目標は、以下のとおりである。 

 

地域課題解決型学習を組織的に支援する体制を新たに立ち上げると共に、具体的な研究支

援を連携して進める 

 

1-3 活動の概要 

(1)地域との協働による探究的な学びを実現するためのカリキュラム・マネジメントの推進体制 

「まつナビ・プロジェクト」を中心に据え、本校の教育活動全般において育成を図る資質能力を

「課題発見力・テーマ設定力」「論理的思考力」「コミュニケーション力（傾聴、対話、発信）」

と設定した上で、校内外のメンバーで構成される組織の協力を得ながら、地域との協働による探究

的な学びの一層の充実を図ることを目的とするカリキュラム・マネジメントを推進した。 

校内においては、各学年・分掌副主任で組織する「プロジェクトチーム」が中心となって、課題

研究活動を含む校内外の教育活動全般の企画・実施・評価について検討した。また、松浦市政策企

画課を加えた「ワーキンググループ」において、実施計画等について再検討の後、コンソーシアム

に「まつナビ・プロジェクト」における活動内容等について報告し、今後の課題研究の進め方等に

ついての協議を行った。また、運営指導委員会による指導助言等を踏まえ、「プロジェクトチーム」

が中心となって、修正案を検討し、以後の計画等に反映させることで、生徒の深い学びの実現を目

指してきた。 

なお、「まつナビ・プロジェクト」の各取組については、「ワーキンググループ」での振り返りを

ほぼ毎回行い、その改善を図った。 

 

(2)学校全体の研究開発体制について 

年度当初に本事業についての職員全体研修を２回行った。１回目は研究開発の概要説明、２回目

は質疑応答とし、全教職員が研究開発に参画することを目指した。 

全教職員を生徒の課題研究のファシリテーターに位置付け、松浦市職員と協働して生徒の支援に

当たることとした。生徒の支援にあたっては、「プロジェクトチーム」が中心となって事前に活動

内容や方法について担当職員間で共有を図り、事後にはカリキュラム開発等専門家による助言等を
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踏まえた振り返りを行った。 

また、フィールドワークをはじめとする地域との協働活動においては、地域協働学習実施支援員

がコンソーシアム等との連携を図りながら、教職員の活動を支援した。 

 

(3)カリキュラム開発等専門家及び地域協働学習実施支援員の学校内における位置づけについ  

て 

カリキュラム開発等専門家及び地域協働学習実施支援員共に、臨時休業等により課題研究が実施

できなかった４～５月を除き、月に２～４回来校し、次のような活動を行うことで学校内外におけ

る課題研究を継続的に支援した。 

カリキュラム開発等専門家は、生徒課題研究への指導助言、課題研究発表会やバスツアー等に向

けた生徒の活動でファシリテーターをつとめた教職員への助言等を行った。 

地域協働学習実施支援員は、生徒及び教職員の活動をサポートするために、校内での打ち合わせ

を行った上で、コンソーシアムを含む学校外の課題研究の支援者との連絡調整を行った。 

 

(4)学校長の下で、研究開発の進捗管理を行い、定期的な確認や成果の検証・評価等を通じ、計画・

方法を改善していく仕組みについて 

月に１～２回程度、「プロジェクトチーム」やカリキュラム開発等専門家等を含む「ワーキング

グループ」のメンバーによる意見交換会を校長主宰で開催し、研究開発の進捗状況の確認等を行う

とともに、課題研究全般の成果や課題等について検証し、その改善を図った。 

 

(5)カリキュラム開発に対するコンソーシアムにおける取組について 

コンソーシアムの構成メンバーである松浦市の職員が庁内研修の一環として、生徒の課題研究の

ファシリテーターとなり、本校教職員とともに生徒の支援に当たっている。 

第２回会議（令和２年７月）では、松浦市長を座長に選出し、コンソーシアムの役割や支援の在

り方について協議を行い、生徒の主体的な活動を支援していくことが承認された。 

第３回会議（令和２年 12 月）では、コンソーシアム全体として課題研究の支援活動を行ってい

くために、コンソーシアム担当者会を設置することが決定された。第４回会議（令和３年３月）に

おいて、令和２年度の活動の総括及び次年度の取組について検討を行った。 

 

(6)運営指導委員会等、取り組みに対する指導助言等に関する専門家からの支援について 

運営指導委員会を３回開催し、事業計画の承認、生徒の課題研究発表を踏まえた事業の中間総括

及び令和２年度事業全体の総括と次年度の課題研究計画に関する指導助言がなされた。 

具体的には、課題研究中間発表に対して、生徒たちの主体性を感じた部分はあったが、試行錯誤

を続けることによる今後の生徒の成長を期待する意見等が提示された。 

また、課題研究発表会の成果として、コロナ禍により十分な活動時間の確保が難しい中、課題研

究を深めた班が多くあったことがあげられた。課題としては、課題研究が提言にとどまり、実践に

至った班が少なかったとの意見が提示された。   
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２．コンソーシアム 

２-1 構成 

   ■コンソーシアムの構成団体 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-2 活動実績 

■活動日程・活動内容 

活動日程 活動内容 

令和２年 ５月２５日 コンソーシアムを組織 

令和２年 ６月３０日 
第１回コンソーシアム会議 

研究開発の概要及び年間計画について確認 

令和２年 ７月 ８日 

第２回コンソーシアム会議 

２年生中間発表について意見交換。生徒の自主的な課題研

究活動に積極的に関わるとの方向性を確認 

令和２年１２月１５日 

第３回コンソーシアム会議 

 課題研究発表会について意見交換。活動を実務面から支え

る担当者会を立ち上げ、活動することを承認 

令和３年 ３月２３日 

第４回コンソーシアム会議 

 本校における令和２年度「地域との協働による高等学校教

育改革推進事業（高等学校における研究開発）」の取組につ

いて反省等を行い、次年度の研究開発に対する支援及び事業

推進体制の構築を図る。 

 

  

機関名 機関の代表者名 

松浦市 市 長  友 田 吉 泰 

松浦市議会 議 長  久 枝 邦 彦 

松浦市教育委員会 教育長  今 西 誠 司 

松浦市小中学校校長会 会 長  大 内 康 仁 

松浦市商工会議所 会 頭  稲 沢 文 員 

松浦高校ＰＴＡ 会 長  反 田 隆 二 

松浦高校同窓会 会 長  藤 田 英 敏 

長崎大学生涯教育センター センター長  中 村 典 生 

長崎県立大学地域連携センター センター長  笠 原 敏 彦 

エミネントスラックス株式会社 社 長  前 田 周 二 

福岡カタリバ（オブザーバー） 理 事  原 水   敦 

長崎県教育庁高校教育課 課 長  狩 野 博 臣 

長崎県立松浦高等学校 校 長  小野下 和 宏 
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■第１回コンソーシアム会議（令和２年６月３０日（火）） 

第１回会議の目的は松高における令和２年度「まつナビ・プロジェクト（MNP）」の取組につ

いて共通理解を図り、研究開発に対する支援への協力を依頼し、事業推進体制の構築を図ること

であった。会議では以下のような意見交換が行われた。 

 

【コンソーシアム会議で行われた意見交換の内容】 

(1)地域との連携 

（意見）このような大きなプロジェクトになって、コンソーシアムまで出来上がってきているの

で、ぜひ、小学生、中学生、地域等にしっかりと発信してほしい。 

（実績）松浦市小中学校校長会（コンソーシアムメンバー）の支援により、令和３年２月に市内

小中学校においてプレゼンテーションを実施した。 

 

(2)コンソーシアムとしての支援 

（意見）商工会議所としては、ＭＮＰの取り組みにはぜひ積極的に参加し、一緒に研究や支援を

行っていきたい。 

（実績）フィールドワークにおいて、対応可能な事務所等とつないでいただいた。事務所等には

生徒の研究活動に対して協力・支援していただいた。 

（意見）大学としては、松浦高校生及び教職員と、教育学部で学ぶ学生の懇談会を開いて、交流

をさせながら、教育に対しての課題とか思いというものを広げていくような、そんな取

り組みができないかということを考えている。 

（実績）長崎大学が主催する松浦市勤務の現職教職員、長崎大学院生等とのリモート意見交換会

に、教員志望の本校生徒が参加し、教職に関する協議等を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■第２回コンソーシアム会議（令和２年７月８日（水）） 

 第２回会議の目的は、中間発表の振り返りを関係者（市・学校を含む）で行い、各班生徒リーダ

ーに伝えることにより、今後の生徒の研究の向上につなげることであった。 

 会議では、以下のような各班への具体的なアドバイスをいただいた。 

 

【会議におけるアドバイス等 一部抜粋】 

◇１班「（テーマ）ユニバーサルデザインで快適な暮らしにリサイクル」 
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（意見）駅を切り口にして安全安心な街づくりを考えてみてはどうか。 

（実績）松浦鉄道松浦駅周辺とたびら平戸口駅の駅舎内部の比較し、研究を進め、発表した。 

◇２班「（テーマ）農業っていいね！！」 

（意見）フィールドワークでは、松浦市の農業の起業家（モリヤマファームや松尾農園等）を訪

問してはどうか。 

（実績）実際に生徒がモリヤマファームに予約を入れて訪問し、ドローンによる農薬の空中散布

などを体験した。 

◇６班「（テーマ）まちに新しいお店を増やすためには」 

（意見）いかに自分たちが当事者となって主体的に関われるかが鍵である。 

（実績）商工会議所等の協力を得て、市内の事業所に対して、自分たちが発信できることは何か

を考えるために、松浦に事業所を開設した理由等のアンケート調査を行った。また、市

役所地域経済活性課の協力で、松浦市と協働して「松浦市に事業所をひらく PR 動画」を

SNS発信でするような提案を行った。 

◇11 班「（テーマ）タータン×松浦の魅力」 

（意見）松浦タータンチェックの認知度を広める工夫が必要である。 

（実績）制服にも使用されているチェック柄である「松浦タータンチェック」を地元企業のエミ

ネントスラックス（コンソーシアムメンバー）と連携して松浦タータンチェック柄の紙

袋を作成した。今後、お土産用の紙袋等にして、認知度を上げていく予定である。 

 

■第３回コンソーシアム会議（令和２年１２月１５日（火）） 

第３回会議の目的は、まつナビ・プロジェクト（ＭＮＰ）における第２学年の本発表の振り返

りを行うとともに、今後のＭＮＰへの支援の在り方について検討した。 

 

【今後のまつナビ・プロジェクト（現１学年）について】 

(1)課題及び解決の方向性 

①1 学年のテーマ設定の選択肢の増加させるために、コンソーシアム全体での松高生支援を行

うことで意見が一致し、協議事項として具体的な対応について検討した。 

②松浦市に多くを依存しているファシリテーター等の今後の在り方等を含め、組織的に松高生

の主体的な活動を支援する方策を検討した。 

(2)課題研究テーマ設定に向けて（現１年生 ５９回生） 

 従来、松浦市関係課による市の現況や課題を 10 項目程度の説明していただき、その中から

テーマを選択し、班を編制していたが、松浦市関係課による説明に加えて、コンソーシアム参

加団体による、「地元の課題」の提示する方向で検討することとした。 

具体的には、ブースを設置した説明会に向けて、コンソーシアムから適任と思われる団体・

個人を紹介していただくこととなった。松高生は、上記の説明等を参考にテーマを設定し、研

究班を編制していく。 
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(３)研究活動（新２年生 ５９回生） 

課題研究の班毎のファシリテーターは、松浦市職員及び松浦高校職員で協働して担当するこ

ととした。また、松浦市政策企画課は、関係課と松高とのコーディネイトを主に担当すること

とした。 

また、関連のあるテーマについては、コンソーシアム関係の方々が「アドバイザー」とな

り、適宜生徒の支援にあたる。地域協働学習実施支援員がコーディネイトを行う。 

(4)協議事項 

 コンソーシアム内に具体的な支援の内容について検討を進める「実務者会」を新たに設置す

ることを決定した。 

 

■今後のコンソーシアムの支援等に関するイメージ図  
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３．運営指導委員会 

3-1 構成 

氏名 所属・職 備考 

佐々木龍二 長崎大学サテライトオフィス松浦・コーディネーター 学識経験者 

吉本  諭 長崎県立大学・准教授 学識経験者 

加藤 久雄 長崎ウエスレヤン大学・教授 学識経験者 

川浪 剛人 自営業（前まつうら創生推進室長） 地域住民代表 

山口 正隆 県企画部政策企画課 企画監 関係行政機関職員 

 

3-2 活動実績 

■活動日程・活動内容 

活動日程 活動内容 

令和２年 ７月２２日 

第１回運営指導委員会 

・令和２年度「まつナビ・プロジェクト」の事業計画を

承認 

・課題研究中間発表に対して、生徒たちの主体性を感じ

た部分はあったが、試行錯誤を続けることによる今後の

生徒の成長を期待する意見等が提示された。 

令和２年１２月１５日 

第２回運営指導委員会 

・課題研究発表の成果と課題について協議。 

・課題として、テーマに関する研究、提言にとどまり、

実践に至った班が少なかったとの意見が提示された。 

令和３年 ３月２３日 

（予定） 

第３回運営指導委員会 

・令和２年度の取り組みについて報告。 

・次年度の活動計画についての助言（予定）。 

 

■第１回運営指導委員会（令和２年７月 22 日（水））における意見交換 

◇（意見）旧松浦市に住んでいる生徒は鷹島や福島のことを知らない。できればいろいろなと

ころへ行ってほしい。 

 （実績）１年生が企画したバスツアーを実施し、市内外各地を見学した。 

◇（意見）外部者から見た地域資源の活用。鷹島であれば、歴史的地理的いろいろな教育資源

がある。 

（実績）バスツアーは４つのルートを作成し、そのうちの１つに鷹島ルート（島のルート）

を設定した。 

◇（意見）１２月市議会発表について、市議会発表を市内の小中学生にも発信してほしい。 

（実績）令和３年２月に３年生が小中学校等を訪問し、課題研究のプレゼンテーションを行

った。 
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◇（意見）卒業生のところへフィールドワークに行くのもよいのではないか。そこに地域との

つながりができる。 

（実績）商工会議所に松高同窓会長を訪問し、フィールドワーク等についてアドバイスを受

けた。 

◇（意見）新しい学習指導要領で中学生は対話的な学びは ICT などを使って学習するようにな

る。しかし、表現力のスキルアップにはアナログ的な教育が必要となる。これから

はデジタルとアナログの両面を使った教育になっていく。 

（実績）次年度、１人一端末が導入される予定。積極的に活用し、広く研究ネットワークを

構築する。 

◇（意見）学びの基本になるのは「読書」。国語力、図書館教育にも力を入れてほしい。 

（実績）３年生による選書を行い、図書館にまつナビ・プロジェクトコーナーを設置し、１

年生に活用を促している 

◇（意見）市の総合計画などを指導することがあってもよいのではないか。市の総合計画作成

には松高生も関わっている。 

（実績）１年生は松浦市政策企画課から１学期に総合計画の研修を受けた。 

 

■第２回運営指導委員会（令和２年１２月１５日（火））における意見交換 

【課題研究発表の意見・助言等】 

○各班ともコロナの中、しっかり発表ができていた。 

○コロナ渦で仕方ないが、提案までで終わっていた班が多かった。もう少し実践までいける班

があっても良かった。 

○本日の課題研究発表における審査を行った。以下が 11班のうち、上位５位に選ばれた班で

ある。 

【１位】（２班）課題研究テーマ「農業っていいね！！」 

【２位】（11班）課題研究テーマ「タータン×松浦の魅力」 

【３位（１班）課題研究テーマ「ユニバーサルデザインで快適な暮らしにリサイクル」 

【４位】（９班）課題研究テーマ「空き家を利用して便利でにぎやかな町にしよう」 

【５位】（５班）課題研究テーマ「ＳＮＳでＬｅｖｅｌ Ｕｐ！」 

 

なお、審査については、以下の認定 NPO 法人カタリバ「マイプロジェクトアワード」の審

査基準で行った。 

【評価基準】 

前提：アクション（活動実践） 

①：オーナーシップ（主体性） 

②：コ・クリエーション（協働性） 

③：ラーニング（探究性） 
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４．カリキュラム開発等専門家 

長崎大学教育学部准教授 井手 弘人 氏 

 

■実施日程・内容 

活動日程 活動内容 

令和２年 ６月 ９日 
第１回ワーキンググループ協議会 

・令和２年度事業における活動計画について具体的な助言 

令和２年 ６月１６日 
生徒の課題研究活動 

・中間発表準備計画についての助言 

令和２年 ６月２３日 

管理職及び担当者との協議 

・まつナビ・プロジェクトと教科指導との連携の在り方に

ついて助言 

令和２年 ６月３０日 
第１回コンソーシアム会議 

・今後の生徒の活動とコンソーシアムの支援について助言 

令和２年 ７月２９日 

令和２年 ７月３０日 

フィールドワークの前日及び当日の助言 

・教職員・ファシリテーターの支援の方法等について助言 

令和２年 ９月 ９日 
第２回ワーキンググループ協議会 

・２学期の活動計画について助言 

令和２年 ９月２９日 
管理職及び担当者との協議 

・今後の研究活動の内容・方法に関する助言 

令和２年１０月２３日 
松鵬祭（文化祭）２年生中間発表 

・中間発表を行った生徒活動班へ助言 

令和２年１１月１０日 
管理職及び担当者との協議 

・中間発表の検証及び助言 

令和２年１１月１７日 
１年生バスツアー 

・バスツアーの検証及び助言 

令和２年１１月２４日 

令和２年１２月 １日 

令和２年１２月 ８日 

生徒の課題研究活動等の助言 

・まつナビ・プロジェクト課題研究発表会について、教職

員及びファシリテーターの支援の方法等について助言 

令和２年１２月１５日 
まつナビ・プロジェクト課題研究発表会 

第３回コンソーシアム会議 

令和２年１２月２２日 
第３回ワーキンググループ協議会 

・今後の１年生のテーマ設定の方策等についての助言 

令和２年１２月２４日 松浦市議会議場発表会 
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5．地域協働学習実施支援員 

日本教育公務員弘済会長崎支部 中上 徹 氏 

 

■実施日程・内容 

日程 内容 

令和２年 ６月 ９日 
第１回ワーキンググループ協議会 

・フィールドワークの日程の調整等 

令和２年 ６月１６日 
管理職及び担当者との協議 

・1 年生「松浦市とのワークショップ」のサポート 

令和２年 ６月２３日 

生徒の机上活動 

・７月下旬のフィールドワークに関する希望等について

生徒からの聞き取り、準備等 

令和２年 ６月３０日 
第１回コンソーシアム会議 

・コンソーシアムとの連携の在り方について確認 

令和２年 ７月２１日 教職員とフィールドワークについて打合せ 

令和２年 ７月２７日 

令和２年 ７月２９日 

フィールドワーク準備 

・２年生フィールドワーク準備のサポート 

令和２年 ９月１５日 
第２回ワーキンググループ協議会 

・２学期の活動の中で、外部との連携について協議 

令和２年 ９月２９日 
バスツアー準備 

・１年生バスツアー関連の事業所等への連絡・調整 

令和２年１０月２３日 松鵬祭（文化祭）中間発表 

令和２年１０月２７日 
管理職及び担当者との協議 

・今後の外部との連携について打合せ 

令和２年１１月１０日 

令和２年１１月１７日 

バスツアー参加 

・事業所等との連絡、調整 

令和２年１１月２４日 

令和２年１２月 １日 

令和２年１２月 ８日 

課題研究発表会準備 

・課題研究発表会に関する準備のサポート 

令和２年１２月１５日 
まつナビ・プロジェクト課題研究発表会 

第３回コンソーシアム会議 

令和２年１２月２２日 
第３回ワーキンググループ協議会 

・１月以降の外部との連携について確認 

令和２年１２月２４日 松浦市議会議場発表会 
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第４章 まつナビ・プロジェクトの検証、次年度に向けて                                              

1．今年度の目標設定についての検証 

(1)評価方法 

   地域課題解決型学習の成果と課題を明らかにするため、以下のような方法でアンケートを実

施し、分析を行った。 

  ①対象 全校生徒 253 名（１年 96 名、２年 58 名、３年 99名） ※２回目調査 

  ②時期 １回目 令和２年４月（令和２年度の地域課題解決型学習実施前） 

      ２回目 令和２年 12 月（課題研究発表会実施後） 

 

(2)成果目標 

①地域の課題を考え、その解決に向けて意欲的に取り組み、将来は松浦市に貢献したいと思う

生徒の割合（今年度目標：75％） 

未達成。４月調査で全生徒の 24.4％、12月調査で全生徒の 34.4％であった。 

将来松浦市に貢献したいと考える生徒の割合が、地域課題解決型学習を経験するなどして、

10 ポイント程度高まったことは成果と考えられるが、今年度目標には届いていない。 

次年度の研究開発において、生徒が課題研究を「自分ごと」として進めることができるよう

な取組を検討・実施する必要がある。 

②高校卒業後に就職する生徒のうち、地元就職する生徒の割合（今年度目標：70％） 

達成。令和２年度、本校から就職した生徒に占める、地元就職（長崎県内企業等）した割合

は、81.8％であった。 

地域課題解決型学習の経験などによる、松浦市をはじめとする県内の企業に就職し、地元

に貢献したいとの意識の高まりが感じられる。 

③高校卒業後に進学する生徒のうち、大学等卒業後にＵターンして就職したいと考える生徒の

割合（今年度目標：50％） 

未達成。４月調査では全校生徒の 25.3％、12月調査では全校生徒の 38.3％であった。 

大学進学後にふるさとでのＵターン就職を考えている生徒の割合については、今年度目標

は達成できなかった。しかし、地域課題解決型学習を経験するなどして、Ｕターンを考える生

徒が増加し、大学進学希望者の 40％程度が「地元志向」するようになったことは、成果であ

ると考えられる。 

④大学等へ進学する生徒のうち、地域活性化や教員養成系に関わる学部・学科へ進学した生徒

の割合（今年度目標：30％） 

達成。今年度は 44.8％であった。経済活性化に関連の深い経済系の学部・学科に進学した

生徒が多かった。 

地域課題解決型学習と自らのキャリアデザインとを関連させることができるような取組に

ついて検討し、さらに実践を深めていく必要がある。 
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(3)地域人材を育成する高校としての活動指標 

  ①学校外での活動回数（今年度目標：35 回） 

未達成。今年度は 26 回にとどまった。コロナ渦により、４～５月が臨時休業となったこ

とに加え、地域課題解決型学習に関連する企業や組織等において、感染防止対策を進めてい

たことから、校外での課題研究を実施することが難しかった。 

②先進校としての研究発表回数（今年度目標：３回） 

達成。生徒の課題研究発表としては、10 月文化祭での中間発表、12月松浦市文化会館で

の課題研究発表、松浦市議会発表を実施した。また、長崎県教育委員会主催による「令和２

年度研究指定等に係る研究報告会」での発表をあわせ、計４回実施した。 

③２年次の「まつナビ」の中で、フィールドワークにおいて地元の方にヒアリング・インタビ

ューする生徒の割合（今年度目標：60％） 

  達成。フィールドワークに参加した２学年生徒の 64.4％がヒアリング・インタビューを行

い、その内容を課題研究に反映させた。 

④高校３年間の中で、地域への貢献活動・まちゼミ・地域でのボランティア活動に参加する生

徒の割合（今年度目標：90％） 

達成。今年度の地域におけるボランティア活動参加率は 98.8％であった。 

 

(4)地域人材を育成する地域としての活動指標 

①「まつナビ・プロジェクト」に関わった外部人材の人数（今年度目標：140 人） 

達成。生徒の班別課題研究におけるファシリテーターとしての支援やフィールドワークに

おいて現地で支援していただくなど、今年度は 175 人の学校外の方々が「まつナビ・プロジ

ェクト」に関わった。 

②コンソーシアムの活動回数（今年度目標：３回） 

達成。今年度は６月、７月、12 月、３月の４回開催し、生徒の地域課題解決型学習に関す

る意見交換を進めると共に、具体的な課題研究への支援の在り方について検討を進めた。 
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２．次年度に向けて（課題改善の方向性） 

（１）研究開発単位Ⅰについて 

①課題：地域課題解決に向けて取り組もうとする意欲の高まり（主体性）が十分でなかった。 

改善点：「自分ごと」として「楽しんで取り組む」課題研究としていく。 

・学校設定科目（１・２年）及び総合的な探究の時間（１～３年）を使った課題研究

を進める。 

・キャリアデザインを踏まえた、課題研究テーマ設定を計画的に行う。（１年） 

②課題：PC 教室以外での ICT の活用が難しく、Web の活用やネットワークを介した協働が進

まなかった。 

改善点：次年度導入予定の「生徒一人１端末」を駆使した課題研究を進める。県内外の高校

や大学等とのネットワークを構築し、課題研究に関する生徒の視野を拡大していく。 

③課題：地域課題解決策の提案にとどまり、「高校生らしい実践」を進めた研究班が少なかっ

た。 

改善点：見通し（具体的な活動計画）のある課題研究とできるような支援を行う。 

・実践を視野に入れた、班別の「活動計画」を立案する。 

・「活動計画」及び進捗状況をチームとして検証・改善することによって、 

「試行錯誤」を恐れない姿勢を身につける。 

④課題：「まつナビ・プロジェクト」で育成を目指す「資質・能力」を踏まえた各教科における

授業実践の一層の充実を図る必要がある。 

改善点：校内研修を計画的に実施すると共に、校内公開授業月間の改善を図る 

  

（２）研究開発単位Ⅱについて 

①課題：コンソーシアムとの協働を一層進める必要がある。 

改善点：「地域を大切にする姿勢」の育成を組織的に進めるため、生徒の多様な課題研究へ

の関与が可能となるような体制を構築し、継続的な支援を進める。 

・小中学校の児童生徒との計画的な交流を進めるため、地元教育委員会及び小中学

校校長会との協働を推進する。 

・生徒のロールモデルとなり得る、地域の「素敵な大人」との交流を進めることが

できるよう、関係団体との連携を強める。 
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１．生徒の意識調査～今年度４月・１月実施アンケート調査結果～ 

本校の全生徒を対象に令和２年度当初（４月）と３学期上旬（１月）にアンケートを行った。以

下はその質問内容と結果である。 

松浦高校・まつナビ（地域課題解決型学習）・アンケート 

このアンケートは、松浦高校の生徒一人ひとりの意識の変化や、成長をみるためのものです。

それぞれの質問に対して、以下の４～１の番号で答えてください。 

 

４：とてもそう思う。３：まあそう思う。２：あまりそうは思わない。１：全くそうは思わない。 

 

＜松浦に関する知識＞ 

ア 松浦の歴史や文化について、知っている。                      

イ 松浦の自然について、知っている。                          

ウ 松浦の産業やその特色などについて、知っている。                  

エ 松浦が抱えている問題点や課題について、知っている。                

オ 地域の課題解決の方法を、考えたことがある。                    

 

 ＜ふるさとや松浦に対する意識＞ 

カ 自分のふるさとや松浦のことが、好きである。                    

キ 自分のふるさとや松浦を、大切だと思っている。                   

ク 地域の課題を解決したり、地域を活性化する活動に、興味を持っている。        

ケ 高校卒業後もしくは将来的に、自分のふるさとや松浦で就職したい。          

コ 地域の課題を考え、その解決に向けて意欲的に取り組み、将来は松浦市に貢献したい。  

 

 ＜自分のふるさとや松浦を訪れる人・UＩターンで松浦に移住する人たちに対する意識＞ 

サ 自分のふるさとや松浦を訪れる人やＵＩターンの移住者は大切な存在である。      

シ 自分のふるさとや松浦を訪れる人やＵＩターンの移住者に興味や関心がある。      

ス 自分のふるさとや松浦を訪れる人やＵＩターンの移住者から話を聞いてみたい。     

セ 自分のふるさとや松浦を訪れる人やＵＩターンの移住者の存在は刺激になる。      

ソ 自分のふるさとや松浦を訪れる人やＵＩターンの移住者から多くのことを学んでみたい。 

 

 ＜自分の学力の分析＞ 

タ 自分は、地域でのヒアリング・インタビュー・アンケートを実施する力がある。     

チ 自分は、フィールドワークの結果を分析する力がある。                

ツ 自分は、地域の課題を改善する方法を考える力がある。                

テ 自分は、フィールドワークの結果や課題改善の方法をまとめる力がある。        

ト 自分は、フィールドワークの結果や課題改善の方法をプレゼンテーションする力がある。 
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■令和２年度の１年生 

質問キ「自分のふるさとや松浦を、大切だと思っている。」と質問サ「自分のふるさとや松浦を

訪れる人やＵＩターンの移住者は大切な存在である。」の平均値が最も高くなっている。また、全

ての質問項目において、４月よりも１月のほうが上回っている。 

 

◇各質問の平均値（最低値１～最高値４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇回答別の割合（単位：％） 
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■令和２年度２年生 

質問サ「自分のふるさとや松浦を訪れる人やＵＩターンの移住者は大切な存在である。」が最も

高く、１年生よりもさらに 0.3 ポイント高くなっている。また、全ての質問項目において、事前

よりも事後のほうが上回っている。 

 

◇各質問の平均値（最低値１～最高値４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇回答別の割合（単位：％） 
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■令和２年度の３年生 

１、２年生と同じようなグラフ形となっている。また、全ての質問項目において、４月よりも

１月のほうが上回っている。質問サ「自分のふるさとや松浦を訪れる人やＵＩターンの移住者は

大切な存在である。」に続き、質問キ「自分のふるさとや松浦を、大切だと思っている。」、質問カ

「自分のふるさとや松浦のことが、好きである。」で数値が高くなっている。最も伸びた質問項目

は質問オ「地域の課題解決の方法を、考えたことがある。」である。それ以外の質問ア～質問セま

で、大きな変化はなかったが、特に質問ソ～質問トまでの＜自分の学力の分析＞についての伸び

が大きくなっている。 

 

◇各質問の平均値（最低値１～最高値４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇回答別の割合（単位：％） 
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■令和２年度全体 

全ての質問項目において、４月よりも１月のほうが上回っている。ただし、質問ケ「高校卒業

後もしくは将来的に、自分のふるさとや松浦で就職したい。」や質問コ「地域の課題を考え、その

解決に向けて意欲的に取り組み、将来は松浦市に貢献したい。」が全体的に低くなっていることは

次年度以降の課題である。また、最も伸びたものが、質問オ「地域の課題解決の方法を、考えた

ことがある。」であり、この課題研究活動を通してその解決方法について、熱心に研究したことが

うかがえる。 

 

◇各質問の平均値（最低値１～最高値４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇回答別の割合（単位：％） 
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２．まつナビ・プロジェクトだより 
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